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例 言

1. 本書『直江中遺跡』は、石川県金沢市直江町地内に所在する直江中遺跡（新発見のため遺跡番号

なし）の第 1・2次発掘調査を扱った報告書である。

2. 本調査は金沢市副都心北部直江土地区画整理組合による土地区画整理事業に伴い、平成20・21年

度に金沢市が発掘調査を実施したものである。

3. 現地調査は金沢市埋蔵文化財調査委員会（会長 橋本澄夫氏、谷内尾晋司氏、垣田修児氏、横山

方子氏）の指導の下で、平成20年度は新出敬子（文化財保護課主任主事）、向井裕知（文化財保護

課主任主事）が、平成21年度は前田雪恵（文化財保護課主任主事）、向井が担当した。

4. 本書の執筆及び編集は向井が担当したが、「第 5章 直江遺跡群の古環境」については（株）パレオ・

ラボに各分析を委託し、報文を得ている。写真撮影は遺物を向井が行い、遺構を各調査担当者、航

空写真を日本海航測（株）、花粉化石、プラント・オパール、大型植物遺体の顕微鏡写真を（株）パレ

オ・ラボが行った。

5. 本書の各図及び写真図版の指示は以下のとおりである。

(1) 方位は全て座標北である。座標は世界測地系（第VII系）に基づき設定している。

(2)各図の縮尺は、遺物は 1/2・1/3・1/4・1/6・1/8、遺構は 1/40・1/60・1/100が主であるが、各図

に指示しているとおりである。

(3)遺物実測医の番号は通し番号とし、それぞれの本文中、観察表、写真医版のそれと一致する。

(4)遺構名の略号は、 SB=掘立柱建物、 SE=井戸跡、 SK=土坑跡、 SD=溝・川跡、 SX=

落ち込み・土器だまり跡などである。

(5) 土器については「壺」 ・ 「甕」 ・ 「高坪」 ・ 「器台」などと表記するが、用途を示すのではな

く、形態による分類で、 「壺形土器」などの略称である。

6. 本調査での出土遺物、記録資料は金沢市埋蔵文化財センターで保管している。
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第 1章調査の経過

第 1節調査に至る経緯

今回報告する直江中遺跡を含む直江遺跡群は、金沢市副都心北部直江土地区画整理事業（以下、直

江土地区画整理事業）に伴う埋蔵文化財の有無を確認するための試掘調査で見つかった遺跡である。

遺跡の発見から発掘調査へ至るまでの経緯は以下のとおりである。

平成 17年 10月 21日付け文書にて区画整理課長から同年 11月 9日開催の直江土地区画整理事業設

立に向けた説明会への出席が依頼された。そこでは、大まかなスケジュール案が提示され、平成 18

年度の秋に埋蔵文化財試掘調査を実施し、範囲の確定と調査経費の積算を行い、本発掘調査は平成 19

年度からお願いしたいとのことであった。

平成 17年 12月 6日に区画整理組合の設立準備会より埋蔵文化財の調査依頼が提出された。平成 18

年 4月 11日には区画整理課より同様の依頼があり、耕作が終了した 10月からの着手を希望してきた。

平成 18年 10月 12日～同 26日に試掘調査を実施した。今回の試掘調査によって、大半の対象地が終

了し、直江北遺跡、直江中遺跡、直江西遺跡が確認されたが、一部未実施地区と詳細試掘調査が必要

な箇所が残った。翌年の平成 19年 10月 15日～同 16日に試掘調査を実施し、直江ボンノシロ遺跡が

新たに見つかった。その翌年の平成 20年 10月 14日～同 15日の試掘調査で、直江西、直江ニシャ、

直江ボンノシロ、直江南の各遺跡の範囲が確定した。

試掘調査の結果、明らかになった遺跡に関して、街路や仮設水路等の工事によって遺跡が損壊もし

くは損壊と同等の状態になる箇所について、平成 19年度から順次発掘調査を実施している。

第2節発掘調査の経過

直江中遺跡は平成 20年度及び同 21年度に発掘調査を実施した。

平成 20年度は 6月 25日に区画整理組合と委託契約を交わし、 7月 30日,..._,11月 27日まで現地発掘

調査を実施した。また、出土品の屋内整理は 12月 1日～平成 21年 3月 19日まで実施している。

平成 21年度は 6月 10日に委託契約を交わし、10月 26日,..._,12月 9日まで現地発掘調査を実施した。

屋内整理は 9月 1日～平成 22年 1月 29日まで実施している。

【発掘日誌抄】

平成20年度

7月30日 表上掘削開始 (8/6まで）

平成21年度

10月26日 表上掘削開始 (10/29まで）



第 1図 金沢市副都心北部直江士地区画整理事業施工図と遺跡の範囲、調査位置図〔S=1/7,000〕
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第2章遺跡の位置と環境

第 1節地理的環境

直江中遺跡は石川県金沢市直江町地内に所在する。石川県は本小卜1日本海側のほぼ中央に位置してい

る。北方は日本海に面し、南方は福井県、岐阜県、富山県と接する南北に細長い県であり、日本海に

突き出た能登地方とその南の加賀地方に分けられる。金沢市は加賀地方の北部に位置している。その

西部は日本海に接し、南東部には海抜 1,500mを越える山地をかかえる。この山地からは市域を西流

する二大河川、浅野川と犀川が流れ、北側に位置する前者は河北潟へ、南側の後者は日本海へ注ぐ。

市域の西部に展開する平野部では両河川に挟まれた地域に市街地が形成されている。また、犀川を境

として、北部平野と南部平野に分かれ、前者は犀川・浅野川やその北部を流れる金腐川・森下川によ

って形成された沖積平野であり、後者は手取川が形成する扇状地の北辺である。

直江中遺跡は市内の北西部、現在の海岸線からは約 3km内陸側に位置する。河北潟と大野川の後背

湿地のため、土壌は強い粘性をもつ。近年は地下水の汲み上げ等に伴い地下水位が低下したが、古く

は豊富な地下水の自噴地帯であった。また、大野川の旧河道や中州、自然堤防が島状に分布し、田舟

で往来したというように、舟運が非常に重要な役割を果たしていた。

第2節歴史的環境

直江町には本遺跡（縄文晩期、古墳前期、平安、鎌倉、室町）の他、直江北遺跡（縄文晩期、弥生

中～末期、古墳前・中期、平安、鎌倉、室町）、直江西遺跡（弥生末～古墳中期）、直江ニシヤ遺跡

（古墳前期、平安、鎌倉、室町）、直江ボンノシロ遺跡（縄文晩期、弥生末期、古墳前・中期、平安、

鎌倉、室町）、直江南遺跡（弥生末期、古墳前期、鎌倉）が分布する。

本遺跡周辺に分布する遺跡を時代毎に概観すると、まず縄文時代には本遺跡で晩期の遺跡が確認で

きる。近岡遺跡では昭和 45年の調査で花粉分析から縄文晩期の農耕について話題になった。隣接する

戸水c遺跡からも土器片が少量出土している。弥生時代には戸水B遺跡、戸水c遺跡、藤江c遺跡な

どで前期からの遺物が確認されており、直江北遺跡においては中期から遺物が確認されている。後・

終末期になると遺跡の数は多くなり、建物や墓などが多くみつかっている。古墳時代は弥生終末期の

遺跡が継続されることが多いが、中・後期になると激減し、周辺では藤江B遺跡や畝田・寺中遺跡で

確認できる。直江北遺跡では古墳時代前期から中期にかけての集落跡が見つかっており、掘立柱建物

や布堀建物、井戸、溝などが見つかっている。奈良• 平安時代は再び遺跡が広く分布し、戸水c遺跡

や戸水大西遺跡、畝田遺跡群といった港湾施設や官術に関係した遺跡が出現する。鎌倉・室町時代は、
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第3章検出遺構

第 1節概要

本遺跡では、掘立柱建物、柵列、井戸、土坑、区画溝、川跡などを検出している。掘立柱建物と井

戸については中世前半頃に限られており、他の時期は散発的である。調査区を南北に縦断する川につ

いては中世と近世の切り合いが確認できる。

なお、紙幅の都合により、各遺構についての詳細を述べることはできないが、位置や規模などは第

1,......, 3表をご参照願いたい。

第2節掘立柱建物・ピット

S B01 (第4図） 桁行 2間x梁行 2間の総柱建物である。南側梁行中央柱は SE05、SK04との重複

により検出できない。柱穴からは土師器皿片が出土しているが、詳細年代が判別できる個体はない。

S B02 (第 8図） 桁行 3間x梁行 2間以上の建物の可能性があるものである。 H20年度調査で検出

し、 H21年度調査で隣接地を調査したが、続きとなる柱列が検出できなかった。また、柱列の並びも

規則性は弱く、建物であった可能性は高いとは言えない。

S B03 (第 8図） 建物柱列の可能性があるものである。 SB02同様に平成 21年度調査で隣接地を調

査したが、対になる柱列は検出できなかった。 SD56によって失われている可能性がある。

S B04 (第4・5図） 桁行 5間x梁行 3間の総柱建物である。南東隅は未調査箇所である。 SB05・

07と重複する。梁行柱間距離は 2.5m前後に対し、桁行は 2.3m前後だが、西側の 1間分は約 2mと狭

い。庇もしくは縁の可能性があり、その場合は4間X3間に庇・縁 1間が付属する建物となる。北か

ら2間目、 3間目の桁行柱列には重複する柱穴が複数見られ、同位置での建て替えが予想されるが、

周囲には同様の柱穴が見られない。 2間X 1間の小規模建物との重複であろうか。可能性のみ指摘し

ておきたい。また、南端柱列の柱穴径が他より小さい傾向があり、これも庇等の可能性が考えられる。

柱穴からは 13世紀前半頃の土師器皿が出土している。

S B05 (第 6図） 桁行4間x梁行 2間の総柱建物である。 SB04・07、SE04と重複する。柱穴からは

土師器皿片が出土している。

S B06 (第 8図） 桁行 2間x梁行 2間以上の総柱建物の北西隅を検出したものである。調査時には

1間分のみしか識別できなかったが、整理時に北側 1間分の存在が判明した。

S B07 (第 7図） 桁行 3間x梁行 2間の総柱建物である。北側に 2X 1間分の庇もしくは縁が付属

する。 SB04・05、SE02・04と重複する。南端柱列の東から 2番目の柱穴が見つかっていない。柱穴か



められ、図に示した細い縦板 3枚と、これを 1単位として曲物周囲を 3等分する形態で縦板 2枚を挟

んでいる。

S E02・S K07 (第9・11図） S E02は井戸側として曲物を用いており、 2段残っている。 SK07 

はSE02の掘方である可能性はあるが、土層観察からは明確に言い切れない。当初はSE02として取

り上げていた遺物も SK07出土の可能性があり、本報告では両者出土として報告している。出土遺物

に時間差はあまり感じていない。上層部からは多くの土師器皿が出土している。 SEOl同様に跡地利

用を目的としたものと考えられるが、そうであればSK07はSE02掘方になるであろう。井戸側内部

からはほとんど遺物が出土していない。概ね 13世紀前半頃の遺物が出土している。 2は枠下段の曲物

である。中位、下位に板推が認められ、細い幅の縦板 2枚と広い幅の縦板 2枚を挟んでいる。

S E03 (第9・12・13図） 井戸側として曲物を用いており、 3段残っている。土層観察から検出面

まで井戸側が延びていたことがわかるが、腐食によって上部の井戸側は存在しない。掘方覆土は地山

土を含んだ黄褐色系の砂質土と黒褐色系シルトが互層に入る。井戸枠内上位層からは土師器皿や珠洲

焼が出土しており、 13~14世紀頃の遺物が出土している。 5は下段の曲物であり、板箱は認められな

い。他に上段、中段があるが、中段が最も器高が低い。 6・7はそれぞれ下段、上段に付随する縦板

である。補強材であろう。

S E04 (第 9・15図） 縦板組隅柱横桟留めの井戸側をもつものである。南東と北西隅には小規模隅

柱が残っている。縦板は抜き取られたのか残っていない。横桟は下方に 1段が見つかっているが、本

来は上方に上段が存在したであろう。 13世紀前半頃の遺物が出土している。 12~15は横桟である。東

西側に両端凸部の横桟を、南北側には両端凹部を用いて組み合わせている。 17・18は隅柱である。

S E 05・08・S KO 1・04 (第 10・13・14図） 遺構検出時は一つの大きな掘り込みとして SKOlと

して調査を行っていた。進捗に伴い、 SE05の存在が判明したので、 SE05とSK04として引き続

き調査を実施した。最終段階で、 SE08の存在が明らかとなったので、その井戸枠内を SE08とした。

つまり、 SKOlはSE05、SK04の表層、 SK04はSE08の掘方もしくはSK08を切る遺構である。

S E05は井戸側として曲物を用いており、 2段残っている。 13世紀後半から 14世紀前半頃の遺物が

出土している。 8は下段の曲物で、 3段の板推で全面を覆い、下端には幅細の板箱を 1段備えるが、

縦板は見えない。 SE08はSK04との切り合いによってか、井戸側の上部構造が失われており、曲物

は1段のみ残っている。 10は前面を板第で覆い、縦板 1枚を挟んでいる。下端には非常に多い目釘痕

が見える。 SE08からは時期を特定できる遺物が出土していないが、 13世紀頃の所産であろう。

S E06 (第9・12図） 井戸側として曲物を用いているが、ほぼ検出面まで井戸側は残っており、 3

段を確認している。曲物を多用しており、上段に 1点、中段に内外 2点、下段に 4点を組み合わせて



が小さなタイプである。上部にも曲物側板があったものと想定されるが、腐食の痕跡は土層では確認

できないので、抜き取られた可能性が高い。 13世紀代の遺物が出土している。 11は残っていた唯一の

曲物で、 3段の板箱で全面を覆い、縦板が 1枚挟まれている。内面下端にはレ状の切欠きが 9割程度

廻るが、板などに関する痕跡かはわからない。図上部には底板のための木釘痕が認められる。

SE 10 (第 10・15図） 縦板の出土や掘方形状から縦板組の井戸側をもつ井戸と想定しているが、検

出状況からは不明である。井戸側が据えられた状態ではなく、各部品が散乱した状態で出土した。 13

世紀代の土師器皿や漆器が出土している。 19,....._,24は井戸枠材の縦板である。 23は上端部を剣先気味に

尖らすような加工をしている。 22とともに穿孔を伴う。 26は断面隅丸方形を呈する棒材である。横桟

もしく隅柱であろうか。 27・28は広葉樹の先端を尖らせた杭である。

S K02 (第 17図） 覆土に土師器皿片や炭化物を含んだ円形の土坑である。 SBOl柱穴との切り合

いは検出時に認められなかったので、 SK02が後から掘り込まれたものと考えられる。 14世紀頃の遺

物が出土している。

S K03 (第 17図）

S K10 (第 17図）

S K23 (第 18図）

大型土坑である。平安時代の遺物が出土している。

覆土上層は地山質である。井戸のような規模、掘方であるが、井戸かは不明。

大型土坑である。形状はSK03と類似する。 13世紀代の遺物が出土しており、

横向きの人形状の木製品が出土している。素掘りの井戸かもしれない。

P02 (第 18図） 調査区西側の建物・井戸群に隣接する穴である。それらと同時期の遺物が出土して

いる。遺構の用途、機能は不明である。

S X01 (第 19図） S D05の岸部分から出土する縄文土器の集中出土帯である。炭化物を含むシル

卜質土壌の上位層から縄文時代晩期土器が出土する。遺構の形成過程は不明である。

S X02 (第 19図） I 8区周辺から出土する縄文土器の集中出土帯である。炭化物を含む地山質土壌

から縄文時代晩期土器が出土する。 SXOl同様に遺構の形成過程は不明である。

第4節溝・川

S D01 (第 19~22図） 南北に流れる川跡であり、西岸は近世河川の SD02に切られている。東岸

から 1~3m程西側から SD02の掘り込みが始まっており、 SD02の西岸付近に SD01の覆土は見

られないことから、川幅は 10mに満たない。シルトと砂の混ざった層が下位に堆積しており、水流の

あったころに形成された層であろう、遺物も多く出土している。 HS区の東岸付近に杭材と横板材を

用いて作られた木柵SA04が所在する。杭材は川底側が太く、岸側ほど細くなる。第 36図415~421、

423~429はSA04構成材である。 415は角柱の角を面取りしたもので、図下半は尖らすように加工し



が、対になる図下方にはない。しかし、図下方の下辺側には木釘が残る穿孔が 1か所認められる。 S

A04の配置であるが、概ねSD01の流路に直交して設けられている。横板は杭よりも下流側（立地か

ら北側を下流に想定）に設置されており、また杭との結束材は検出時には認められなかった。横板の

位置は上流からの水流には、杭に支えられるような位置関係にはなく、弱い配置といえよう。また、

SA04の杭列ラインを東方向に延長させると、 SD03の北岸ラインに概ね一致することがわかる。 S

D03に水を流し込むために SD01を堰き止めるような治水施設の可能性が考えられるが、先に述べた

横板の設置場所が問題となる。横板が杭に支えられるような力は下流側からの圧力であるが、この場

合はSA04から下流側を一部埋め立てて、張り出し施設などを設けた可能性が考えられるが、土層観

察や検出状況からは、そのような痕跡は認められなかった。本遺構の機能や用途については、水流の

検討も含めて課題である。なお、平成 21年度に実施した調査で、 SA04の西側延長部分では続きが

検出されなかったが、これはSD02によって失われている可能性が考えられ、延長部分がないことに

はならないと考えている。

S D02 (第 20・21図） S D01と重複する近世の川跡である。川幅は 7m程である。川岸に樹木が

建ち並んでいたようであり、その痕跡が SDOl上を掘り込んでいた。 SD04は延長部分であろう。

S D03 (第 22図） S D01から派生する東西溝である。 SD01付近は約 lmと幅広だが、徐々に狭

くなり、約 0.4mとなる。 13世紀代の遺物が出土している。

S D04 (第 21図） S D02の上流にあたる延長部分と考えている。 SD02よりやや浅いか。

S D06 (第 22図） 幅約 0.5mの東西溝である。遺物出土量は多くないが、平安時代前期頃の遺物が

出土しており、該期の遺構である可能性が高いが、中世期の SD03と併行して延びているために、 S

D03同様に中世前期の遺構である可能性も否定できない。その際は道路側溝になるであろう。

S D15 (第 22図） 幅約 0.5mの南北溝である。調査区西側で検出した建物と井戸群の空間を区切る

溝と考えている。

SD16・17 (第 22図） SD17はSD15から約 5m東側に併行して延びる幅約 0.7mの溝で、その

溝の北端でSD15側にL字状に折れた部分が幅約 0.5mのSD16である。共に浅い溝だが、居住空間

を区切る溝であろう。平安時代後期から鎌倉時代の遺物が出土している。

S D42 (第 22図） 調査区北端で検出した幅 lm前後の東西溝である。土師器や須恵器が出土してい

るが、遺物が少なく機能していた時期の特定には至らない。

S D43 (第 22図） S D02と併行して南北に延びる溝である。平安時代と鎌倉時代頃の遺物が出土

している。 SD53同様、 SD01と併走する可能性があり、 SD01の川幅を推し量る材料となろう。

S D53 (第 22図） S D01東岸と併走する溝である。南端で屈曲して SD01と合流する。
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~. 
ー、ロ

1.3m 

~-

I. IOYR2/2黒褐色粘質土（かわらけ片、炭化物混）
2. IOYR3/1黒褐色粘質土（かわらけ片、炭化物混）
3. 2. 5Y5/2暗灰黄色砂質土地山
4. 2. 5Y6/2灰黄色シルト 地山

SK05 

-',¥'イ`
 

T- -=,=-

1.3m 

1. 10YR5/2灰黄褐色シルト（近代遺構）
2. 10YR5/1褐灰色シルト
3. 10YR6/2灰黄褐色シルト

(lOYR2/1黒色シルトマープル状に少混）
4. 10YR5/6黄褐色シルト
5. 10YR4/2灰黄褐色シルト

SK10 

1.3m 

7 I 5 I 
I I 

I 6 I 

L_ —_ _j 

1. 7層 (10YR4/2シルトブロック多混）
2. 7層 (1層プロック極少混）
3. 2. 5Y5/1赤灰色シルト (2.5Y3/1黒褐シルトブロック多混）
4. 2. 5Y5/1赤灰色シルト (2.5Y3/1黒褐色シルトプロック極少混）
5. 5G6/1緑灰色粘質土（炭混）
6. 5G6/1緑灰色砂質土
7. 10YR6/2灰黄褐色シルト 地山

SK03 SK19 

口
遍

1.3m 

~ 
1. 10YR4/1褐灰色粘質土（下方に地山プロック混、やや硬）
2. 10YR6/1渇灰色粘質土 (1層の小片混）
3. 10YR6/1褐灰色砂質土地山

1.2m 

I. IOYR4/2灰黄褐色シルト（鉄分混）
2. IOYR4/1褐灰色シルト
3. IOYR3/1黒褐色シルト
4. IOYR5/1褐灰色シルト
5. IOYR4/2灰黄褐色シルト〔鉄分混〕 (6層マーブル状に混）
6. IOYR6/2にぶい黄橙色粘砂質土
7. IOYR5/1褐灰色シルト (8層,・,ック混）

8. 2. 5Y6/2灰黄色粘質土（地山）
9. 2. 5Y7/2灰黄色粘質土
10. IOYR3/1黒褐色シルト (11層ブロック混）
11. IOYR6/1褐灰色砂質土

SK21 

SK20 

ーロ—
A
 

1.3m 1.3m 

~ 
2 

1. 10YR4/1褐灰色粘質土（やや硬）
2. 10YR6/11褐灰色砂質士地山

~ 
1 2. 5Y4/1黄灰色粘質士十5YR4/4にぶい赤褐色砂質士
2 2. 5Y4/1黄灰色粘質土
3 10Y6/1灰色細砂地山

2m 

第 17図 SK02、03、05、10、19~ 21 〔釦1/40〕
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A
 

1.3m 

ユ

1. 10YR3/1黒褐色粘士（炭化物混）
2. 10Y4/1褐灰色粘土（地山ブロック、炭化物混）
3. 10YR5/1褐灰色粘土（軟）
4. 2. 5Y5/2暗灰黄色粘質土
5. 5Y4/1灰色粘土（軟、上方に 8層の大塊混）
6. 5Y3/1オリーブ黒色粘土（軟）
7. 2. 5Y7/2灰黄色砂質土地山
8. 2. 5Y6/1灰色粘土地山

SK22 

1.3m 

一三ミニ三—
3 

1. 10YR4/1褐灰色粘質土（地山プロック多混、土器の細片混）
2. 10YR5/1褐灰色砂質土
3. !OYRS/2灰白色粘土地山

1. 10YR4/1規灰色粘質土（土器の細片多混、炭化物混）
2. 10YR6/1規灰色粘土（土器の細片、炭化物混）
3. !OYRS/2灰白色粘土地山

□4 

1.3m 

1. 10YR4/1褐灰色粘質土
2. 10YR3/1黒褐色粘質土
3. 10YR3/1黒褐色粘質土（地山の小片混）
4. 10YR2/1黒色粘質土

S~7nィ

1.3m 

V 
1. 10YR3/1黒掲色粘質土（地山ブロック少混）
2. 2. 5Y7/1灰白色砂質土地山

P02 

ーロ
.,,,_ 

＼こr~
1. 10YR4/1褐灰色粘質土（炭化物混）
2. 10YR4/2灰黄褐色シルト

（炭化物混、地山ブロック混）
3. 2. 5Y6/3にぶい黄色シルト 地山

P03・04 

□[ -~ 

1. 10YR4/2灰黄褐色砂質土
2. 2. 5Y5/2暗灰黄色砂（地山プロック混）

3. 10YR5/1褐灰色砂（地山プロック混）
4. 2. 5Y6/2灰黄色シルト 地山

j
―g-

如□
〗

1. 10YR4/2灰黄褐色シルト（炭混）
2. 10YR5/2灰黄褐色シルト

□
 

<
5
_
 

口
冒

5

9

-

p
 

1. 10YR4/2灰黄褐色シルト
2. 2. 5Y7/2灰黄色シルト 地山

2m 

第 18図 SK22~ 24、26、27、P02、03・04、23、59〔釦1/40〕
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SX01 

SX02 

ロ

□
1`
口
賛
〗

E
N
.
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a一二三三□ロぞ_j―
1. 10YR6/6明黄褐色砂質土
2. 1DYR6/4 Iこぶい黄橙色砂質土（炭混）
3. 1DYR5/4 Iこぶい黄褐色砂質土
4. 10YR5/2灰黄褐色砂質土
5. 10YR6/2灰黄褐色粘質土（鉄分混）
6. 1DYR7/2 Iこぶい黄橙色砂質土（炭の層混）

1.3m 

口こ／―-
7 10YR5/4にぶい黄褐色砂質土
8 10YR4/6褐色砂質士
9 10YR5/2灰黄褐色砂質土
10. 10YR4/4褐色粘質土
11. 10YR5/1褐灰色砂質土地山

l >-,
---—----—--——------- a 

SX02 

b-~--→ーニ—---8 

SD05 

- - - 7 

1. 10YR6/6明黄褐色砂質土（炭少混） 〖但ヽ
2. 10YR5/1にぶい黄褐色砂質土
3. 10YR5/2灰黄褐色砂質土
1. 10YR6/2灰黄褐色シルト
5. 10YR5/3にぶい黄褐色砂質土（炭多混）
6. 10YR5/1褐灰色シルト
7. 10YR6/1褐灰色シルト
8. 10YR6/4にぶい黄橙色シルト

1.3m 

m
 

3
 

1
□

D
 

7‘ 

4 -—____ , 

S005 

c' 

4 
—~ 
I 

__ _5___J 
1. 10YR6/2灰黄褐色シルト
2. 10YR4/2灰赤色シルト
3. 10YR5/3にぶい黄褐色砂質土（粗砂）
4. 10YR6/3にぶい黄橙色シルト
5. 10YR6/1褐灰色シルト
6. 10YR5/2灰黄褐色砂質土（粗砂）
7. 10YR5/4にぶい黄褐色シルト
8. 10YR4/3にぶい黄褐色砂質土
9. 10YR4/1褐灰色砂質土（粗砂）

1.3m 

d口~〗7 d' 

1. 10YR6/2灰黄褐色シルト

2. 10YR5/3にぶい黄褐色砂質土（粗砂）

3. 10YR6/6 Iこぶい黄橙色砂質土

4. 10YR5/4にぶい黄褐色砂質土（粗砂）

5. 10YR6/3にぶい黄橙色シルト

6. 10YR7/2にぶい黄橙色シルト

7. 10YR4/2灰赤色砂質土

8. 10YR4/l褐灰色砂質土（粗砂）

9. 10YR5/2灰黄褐色砂質土
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※数字は遺物図に対応
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SD03 S006 

4 

こ a・8D06

1.3m 

a 、2

1.3m 

a~a· 

1. 10YR4/1褐灰色シルト （鉄分混）
2. 3層 (10YR4/1褐灰色シルト〔鉄分混〕が少混）
3. 10YR6/3にぶい黄橙色シルト 地山

1.3m 

8D03 

1.3m 

bミここ三戸,---b'

bへ―=---::==b.

1. 2. 5Y3/1黒褐色シルト
2. 10Y5/1灰色細砂地山

1. 10YR4/1褐灰色シルト（鉄分混）
2. 10YR3/1黒褐色シルトに 6層のブロック混
3. 10YR6/3にぶい黄橙色シルトに 1層が少混（地山か？）
4. 10YR4/2灰黄褐色砂質土
5. 10YR5/2灰黄褐色砂質土（鉄分混）
6. 10YR5/3にぶい黄褐色砂質土地山

S016 8D15 
8D01・06 

1.3m 1.4m 

a
 

1. 2. 5Y3/1黒褐色砂質土
2. 10YR2/1黒色粘質土
3. 4層+2.5Y3/1黒褐色シルト（炭化物混）
4. 2. 5Y4/1黄灰色砂
5. 2. 5Y5/2暗灰黄色砂 (2.5Y2/1黒色シルト混）
6. 10YR2/1黒色粘質土+2.5Y6/1黄灰色砂
7. 2. 5Y6/2灰黄色砂 (10G6/1緑灰色砂プロック混）
8. 2. 5Y2. 5/1黒褐色シルト
9. 8層+!OGY5/1緑灰色砂
10. 5805/1青灰色シルト +2.5Y5/3黄褐色砂

11. 10GY6/1緑灰色砂地止
12. 10BG5/1青灰色粗砂地山

8D42 SD43 
1.2m 

a~ エ-a・ 

1. 10YR3/1黒褐色粘質土（地山ブロック混）
2. 10YR4/1褐灰色シルト
3. 10YR3/1黒褐色シルト
4. 1層+2.5Y6/2灰赤色シルト
5. 2. 5Y6/2灰赤色シルト 地山

a
 

a~-a 
2 

1. 10YR2/2黒褐色粘質土
2. 2. 5Y6/3にぶい黄色シルト 地山

1.3m 

8D53 
1.2m 

a三 a'

1. 10YR3/3暗褐色粘質土（地山ブロック混）
2. 2. 5Y6/3にぶい黄色細砂（シルト質） 地山

a~ ニニニ□三 a・

1. 10YR3/1黒褐色粘質土十7.5YR3/4暗褐色砂質土
2. 10YR3/1黒褐色粘質土+!OYR4/1褐灰色粘質土
3. 2層十4層

4. 2. 5Y7/2灰黄色シルト 地山

1.4m 

a~a· 

1. 10YR3/1黒褐色粘質土
2. 10YR4/2灰黄褐色シルト
3. 2. 5Y6/3にぶい黄色シルト 地山

S045 

1.4m 

a
 

a'ffTa・ 

1. 10YR5/1褐灰色粘質土
2. 1層 (3層ブロック少混）
3. 10YR6/2灰黄褐色シルト 地山

SD56 
1.3m 

a 

S055 
1.3m 

1. 2. 5Y4/1黄灰色シルト
2. 2. 5Y4/1黄灰色シルト (1層より暗く 砂粒大）
3. 2. 5Y3/2黒褐色シルト
4. 10GY5/1緑灰色粗砂

a~a· 

3 

I. IOYR5/1褐灰色粘質士
2. IOYR4/1褐灰色粘質士
3. IOYR6/11掲灰色砂質土地山 2m 

第 22函 SD03、06、09、15、16、42、43、45、53、55、56⑮=1/40〕
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第 1表 掘立柱建物計測表

SB 柱 面積
柱間 桁行長 梁行長

方位

No. 
位置

型式 (ni) 平均 平均 （座標北）桁 梁 cm 尺 平均 (cm)
（尺）

cm 尺 平均 (cm)
（尺）

1 E5 総 18.4 2 2 480 2.7 240.0 1.3 384 2.1 192.0 1.1 N 5 w 

2 l・J6 総 30.0 3 2 600 33 200.0 11 500 28 250.0 14 N 89 W 

3 K5 3 437 24 145.7 08 N 2 w 

4 E・F6 総 90.2 5 3 1128 63 225.6 1 3 800 44 266.7 1 5 N 87 E 

5 E・F6 総 4.0 4 2 920 5.1 230.0 1.3 480 2.7 240.0 1.3 N 85.5 E 

6 19 総 20.7 2 2 469 2.6 234.5 1.3 442 2.5 221.0 1.2 N 5 w 

7 E・F6 総 31.9 3 2 638 3.5 212.7 1.2 500 2.8 250.0 1.4 N 82.5 E 

第2表 井戸・土坑計測表 （単位：cm) （単位：cm) 

遺構No. 位置 長 短 深 枠 枠図 備考

SE01 F5 75 66 137 曲物 1・29 2段

SE02 F6 63 52 130 曲物 2・30 2段

SE03 F5 136 125 153 曲物 5・7・31・32 3段縦板あり

SE04 E6 126 115 80 縦板 12~18 

SE05 E5.6 75 70 143 曲物 8・33 2段

SE06 H89 153 142 100 曲物 3・4・34~38 3段

SE07 F5 52 50 118 曲物 9・39・40 2段

SEOB E5 50 48 110 曲物 10 1段

SE09 F11 107 95 (125) 曲物 11 1段

SE10 F10.11 270 217 105 縦板 19~28 

SK02 E5 88 78 27 

SK03 G4 220 208 77 

SK04 E5 275 175 65 

SK05 18 155 75 79 

遺構No. 位置 長 短 深

SK07 F5 117 100 70 

SK10 F10.11 140 122 (115) 

SK19 H4 120 94 20 

SK20 H4 77 60 10 

SK21 18 112 108 27 

SK22 F6 123 97 10 

SK23 J5 247 220 57 

SK24 F6 194 115 15 

SK26 H7 70 64 40 

SK27 16 55 50 20 

P02 E6 53 30 

P03・04 F5 72 15 

P23 J6 42 10 

P59 F5 30 35 

第3表 井戸枠（曲物）計測表 (1) （単位：mm) 第 3表 井戸枠（縦板等）計測表 (2) （単位：mm) 

No」遺構No. 位置 板箱 ケビキ 1実測No. No」遺構種別 長 幅 厚樹種木取 備考 実測No.
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第4章出土遺物

第 1節概要

本遺跡から出土した遺物の大半は鎌倉時代や南北朝時代の中世のものであり、井戸や川跡から多く

出土している。遺物の年代は縄文時代から近世までみられ、縄文時代晩期、古墳時代前期、平安時代、

鎌倉時代、室町時代前半のものが多くみえる。以下に、遺構毎に報告するが、紙幅の都合により、そ

の遺構の年代を示すものや特殊なものなどを主に取り上げる。法量や調整の概略などは遺物観察表を、

また文中の分類や年代観については、参考文献に記した各論考をご参照願いたい。

第2節掘立柱建物・ピット

S B04 (第 23図） 1,--._, 6、9および本建物の可能性があるピットから 7・8が出土している。 13

世紀頃の土師器皿が大半である。 3は口縁端部を面取りするもの、 5は底部境に明瞭な稜を持ってロ

縁部が立ち上がるものである。 6の口縁部は外反するが、指痕箇所に該当するためであり、本来は直

線的に延びている。図よりも大ぶりな印象を受け、 3、5と共に 13世紀前半代の所産と考えられる。

S B06 (第 23図） 13・14の土師器皿、 23の柱根状木製品が出土している。非常に小さく、柱とし

てよいか不明である。土師器皿は 13世紀代の所産であろう。

S B07 (第 23図） 10,...._,12の土師器皿が出土している。 11は小型ながら深みで肉厚な器形であるた

め、やや特異な印象を受ける。

P02 (第 23図） 15,--._,17の土師器皿が出土している。 17は肉厚で、他の土師器皿とは一線を隔する

が、胎土は他の土師器皿と同様に緻密である。碗もしくは鉢であろうか。

P43 (第 23図） 20の土師器小皿が出土している。

P45 (第 23図） 18の土師器皿と 19の土器が出土している。 19は他の土師器皿と同様に緻密な胎土

を持っており、同時期と考えられる。 19はPOlとP45の接合品である。

P 108 C第 23図） 21の口縁部 1段ナデを施す小皿が出土している。

P 129 (第 23図） 22の土師器皿が出土している。 22は器壁は厚めで、 2段ナデ状の痕跡が見られる。

ロ径はやや小ぶりであるために、 2段ナデであるかは不明である。

P 139 C第 23図） 24の断面長方形状を呈する辺材の木柱が出土している。

第 3節井戸・土坑

S E01 (第 23図） 25---..,31の土師器皿が出土している。口径 11cm前後のものが多い。口径が縮小傾



るが、台を付けるものは類例が少ない。近隣では畝田・ 寺中遺跡で出土している。 93は用途不明品で

あるが、胎土が類似していることから、土師器皿群と同時期と考えられる。器壁は厚く、外面には指

痕が明瞭に残り、上方へ延びる小さな痕跡がみられるが、全形は不明である。 94,-._,95も土師器皿と同

様の胎土である。破片であるが、ハの字状に開く体部に平底上の底部を伴うと考えられ、粘土接合痕

が顕著に認められるものである。煮炊具であろうか。 97はメノウ片であり、火打石の細片と考えられ

る。 98"-'105のSK07出土土師器皿は、口縁端部面取りを施すものが少ない。

S E03 (第 25・26・28図） 106"-'122 、 206• 207、211"-'213が出土している。 107は深みのある器形

で、口縁端部を面取りし、口縁部に 2段の横ナデを施すものである。ナデは上下で痕跡が異なる。 109

は直線的に開く口縁部で、断面方形の口縁端部面が外傾するもので、珠洲II期であろう。 110は口縁

外端部が突出し、端部面は外傾する。卸目原体は粗い。珠洲w期の製品であろう。 119は曲物側板の

転用品で、左右端部は削りによって薄く加工されている。用途は不明であり、中央の穿孔は曲物に由

来する可能性がある。 120は折敷である。包丁痕が多数認められる。

S E04 (第 26図） 123"-'146が出土している。 123は短い口縁部が直立的に立ち上がり、面取りした

端面が外傾する小皿である。いわゆるコースター型を志向した製品であろうか。土師器皿は口縁部面

取りや 1段ナデ、口径の大きさから 13世紀前半頃の所産と考えられる。 144・145は当初鍋などの把

手と考えたが、胎土は土師器皿と類似する緻密な胎土であり、土師器皿の台となる脚の可能性も考え

たので、図のように掲載した。 146は楕円形折敷であろう。

S E05・S K04 (第 26図） 14 7"'159が出土している。 147 ,__, 152はSE05出土品で、 13世紀後半か

ら14世紀前半頃の製品であろう。 153"-'157は SE05もしくは SK04出土のもので、 156は用途不明の

土製品である。胎土は土師器皿に類似する。 158・159はSK04出土品で、 159は縄文晩期末の深鉢で

ある。なお、重複する SE08からは井戸枠以外は目立った遺物が出土していない。

S E06 (第 27図） 160"-'175が出土している。土師器皿は 13世紀後半から 14世紀前半頃のもので

ある。 165・166の漆器も同様であろう。

S E07 (第 27図） 185"-'188が出土している。土師器皿は 13世紀代のものと考えられる。 188は下

端部を丁寧に調整する広葉樹の心材で、井戸出土を考慮し、陽物の可能性を考えている。

S E09 (第 27図） 176"-'184が出土している。土師器皿は 13世紀代のものと考えられる。

SE 10 (第 27図） 189"-'194が出土している。土師器皿は 13世紀代か。 191の漆器皿も同時期であ

ろう。 トチノキの木胎に、炭粉下地、 2層の漆塗りが確認され、漆は鉄分を混合した黒色漆である。

S K01 (第 28図） SE05・SK04の表層であり、 195"-'199が出土している。 197・198は土塊あり、

鼈などの構造物片であろうか。他の遺構からも定量出土している。



する。 238は口縁端部を細く仕上げている。下野式頃の所産であろう。

S X02 (第 30図） 241,-...,247の外面に横方向もしくは斜め方向の条痕を施す縄文晩期土器が出土し

ている。 241・243は口縁部が端部の弱い押圧によって緩やかに波状を呈する。 242は残りが悪く詳細

は不明だが、口縁端部の列点文による押圧によって口縁部が波状を呈する。 245は胴部に外面からの

焼成後穿孔をもつものである。下野式頃の所産であろう。

第4節溝・川

S D01 (第 31~39図） 255~453が出土している。 255~262は表層もしくは上層出土のものである。

260は古瀬戸卸皿で口縁端部は面を持ち、中央が凹んでいる。釉は剥落によるのかほとんど認められ

ない。中期の製品と考えられる。 261は内外面に鉄釉が施され、内傾する口縁部の端部は玉縁状に肥

厚する。古瀬戸後期の祖母懐茶壺の口縁部に類似する。 262は内外面に透明釉もしくは青白磁釉を施

し、外底は無釉、見込みに切込みによる圏線が入る。青白磁合子か。 263~266は）IIの北岸（北を下流

とすれば東岸）付近から出土したものである。 266は267~269は中位層の黒褐色粘質土層から出土し

たものであり、 13世紀頃の土師器皿などが出土している。 270~297は地山直上の砂層から出土したも

のである。 270はV期の須恵器無台坪で高松産と考えられる。外底部に「殿ヵ」墨書が見える。 「殿」

墨書は近隣に所在する畝田ナベタ遺跡で出土している。 275~280は平安時代後半から末の内面黒色土

器や土師器碗・皿で柱状高台の製品も見られる。 285~293は土師器皿で 13世紀代が主体である。 294

は外底部に墨書が見られる龍泉窯系青磁碗 I・II類である。 295は珠洲 I期の甕である。 298~305は

SD03合流付近の砂層から出土したものである。 11世紀頃の内面黒色土器が多い。 304は内面が薄く施

釉されているように見え、外面の素地よりも平滑である。貼付高台で、高台内部の付根が沈線状に凹

む。 11世紀頃の灰釉陶器か。 305は白磁IV類である。 306~326は須恵器である。 308は高台内に墨書

が見えるが、判読できない。 309は高台内に漆膜が見える。パレットのような利用であろうか。 327

は凸帯付瓶類である。 329~348は平安時代頃の土師器である。碗・皿類は 11~12世紀頃のものが主

体である。 349は緑釉陶器である。内外面ともに淡緑色を呈する釉が施され、外底部も施釉の痕跡が

うかがえる。 350~368は土師器皿である。口縁部に面取りするものが多くみられ、 13世紀代を主体と

する。 362は見込み近くに焼成前穿孔とみられる孔が認められる。 369~373は白磁である。 II類とIV

類がある。 374は外面に鏑蓮弁文を持つ龍泉窯系青磁碗IIb類である。 375は内面に櫛点描文がみられ

る同安窯系青磁皿 I2 b類である。 376~383は珠洲焼、越前焼、加賀焼などの国産陶器である。 379

は外面に「大ヵ」が刻まれる珠洲焼の壺と考えられる。 381は珠洲 I・II期の片口鉢である。 383は珠

洲焼の焼成不良品もしくは瓦質土器の底部と考えられるが、器種は不明である。 388は刀子である。



調から龍泉窯系青磁坪1I1類と考えているが、口縁部の屈折がやや小さい。 530は口縁端部が小さく外

反する青磁碗である。 531・532は灰釉製品で古瀬戸折縁小皿や平碗などであろう。 533"--'545は国産陶

器で、 13"--'14世紀頃の珠洲焼や 16世紀後半頃の越前焼などがある。 546"--'554は肥前産の近世陶磁器

である。 546は陶胎染付碗、 547・548は鉄絵のある碗で 18世紀中頃から後半、 549・553は波佐見系

磁器で 18世紀代、 550・552は胎土目を伴う灰釉皿で 16世紀末から 17世紀初頭頃、 551は外面青磁釉

を施す染付の鉢で 18世紀後半から 19世紀初頭頃、 554は小型の碗で 17世紀前葉である。他にも明治

期の製品が出土している。 558は土人形のふくら雀である。背中には梅鉢文が施される。 561"--'563は

漆器椀である。 561はケヤキの木胎に下地層、黒色の漆膜層、透明褐色の漆膜層が認められる。内外

面黒色漆塗りであるが、見込み中央には赤色漆で円形を描いている。 564は用途不明品であるが、内

面には赤色漆が施され、側壁の端部には黒色漆が一部残存している。外面にもうっすらと黒色漆を塗

布していたような痕跡が残っている。 565"--'568は円形版で桶や曲物などの蓋板もしくは底板であろ

う。 565• 566は焼印が押されており、 「三津屋」、 「諸江やヵ」と読める。 565は木取りの異なる別

材を木釘で接合している。 569"--'572は桶の側板である。焼印は、各「中嶋ヵ」、 「中嶋屋」、 「中」

と判読できるが、 572は不明である。 577は木簡であるが判読不明であり、習書木簡と考えている。 578

は前面に赤色漆が塗布された楕円形版であり、中央に穿孔、周囲には断面レ字状の溝が巡る。

S D03 (第 40図） 462"--'481が出土している。 467"--'477は土師器皿だが、 13世紀代の製品が主体で

ある。 471は内底面に塗膜もしくはタール状の光沢をもった黒色付着物が確認できる。

S D04 (第 39図） 454"--'460が出土している。 456は同案窯系青磁皿 I2 b類である。 458は肥前産

で波佐見系の染付皿である。 459は内外面鉄釉を施す碗で、外面には長石釉もみられる。美濃の拳骨

碗であろう。 460は肥前産で嬉野系の灰釉皿である。 17世紀後半頃の所産であろう。

S D15 (第 40図） 485・486が出土している。 486は貼付高台の有台碗で、内外面ともに底部付近ま

で灰釉が施される。胎土は緻密で灰白色を呈する。灰釉陶器か。

SD16・17 (第 40図） 487・488が出土している。 488は 13世紀代の土師器皿である。

S D31 (第 40図） 489・490が出土している。近代の溝であるが、両遺物は SE02・SK07もしくは

SKOl・04に由来する 13世紀代の遺物であろう。

S D43 (第 40図） 491 "--'495が出土している。 493は高台であるが、厚みがあり、てづくね風の造り

であるため、土師器皿の有台部と考えている。 494は口縁端部の強い面取りによって端部が内部に突

き出すものである。コースター型を志向したのであろうか。ともに 13世紀代の所産であろう。

S D45 (第 40図） 496・497が出土している。 496は外面が黒っぽく発色し、胎土は灰色を呈する瓦

質土器のようであるが、造りは珠洲焼の甕である。
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第 4表 土器・陶磁器・土製品観察表 (1)

晶 厚高径）

''  

外（釉面色色調調） ＇ ：： （素内面地色色調調） 悶No 遺構 地区 種類 器種
ロ 外面調整 ： 内面調整 ： 底部調整 礫砂 骨赤 備考 実測N•
（長）

''  

1 SB04 E6 土師器 皿 82 55 16 ョコナデ tデ 淡灰褐 ： 淡灰褐 少 少並 P67 F145 

2 SB04 E6 土師器 皿 tデ tデ 淡灰褐 ： 淡灰褐 少 少並 P67 F143 

3 S804 E6 土師器 皿 メントリ・ヨコナデ ： ナデ 淡灰褐 ： 淡灰褐 少 少並 P67 F144 

4 S804 F6 土師器 皿 84 48 16 ナデ マメッ 淡黄桃 ： 淡黄桃 少少 並 P106 E265 

5 S804 F6 土師器 皿 130 マメッ マメッ 淡橙 淡橙 少 並並 P106 E267 

6 S804 E7 土師器 皿 126 80 33 マメッユヒ ＇ ＇ ＇ 
マメッ 淡橙黄 ： 淡橙黄 少 並並 P90 E261 

7 (SB04) E6 土師器 碗・鉢 66 42 17 ョコナデ ナテ・ 淡褐 淡褐 少 少並 P69 F154 

8 (SB04) E6 土師器 皿 メントリヨコナテ・ ： ナテ・ 淡褐 淡褐 少 並並 P69 F153 

， SB04 E6 土師器 皿 68 40 19 マメッ マメッ 淡黄橙 ： 淡黄橙 少 少並 P87 E262 

10 S807 E6 土師器 皿 84 70 13 ナデ ナデ 淡褐 淡褐 少 少並 P72 F156 

11 S807 E6 土師器 皿 84 52 20 ナデ ナデ 淡褐 淡褐 少 少良 P72 F155 

12 S807 E6 土師器 皿 メントリナテ・ ： tデ 淡褐 淡褐 少 少 P41 F150 

13 S806 19 土師器 皿 78 マメッ マメッ 淡黄灰 ： 淡黄灰 少 少並 P99 E264 

14 SB06 19 土師器 皿 122 マメッ マメッ 淡桃黄 ： 淡桃黄 少 少並 P99 E263 

15 P02 E6 土師器 皿 ョコナデ ョコナデ 淡橙灰褐 ： 淡橙灰褐 少 並並 F148 

16 P02 E6 土師器 皿 メントリヨコナデ ： ＇ ヨコナデ 淡橙灰褐 ： 淡橙灰褐 少 並並 F147 

17 P02 E6 土師器 皿 メントリヨコナデ ： ＇ tデ 淡灰褐 ： 淡灰褐 少 少並 F146 

18 P45 E6 土師器 皿 78 50 15 マメッ マメッ 淡褐 淡褐 少 少並 F152 

19 P45 E6 土師器 不明 112 tデ tデ 淡褐 淡褐 少 並 F149 

20 P43 E6 土師器 皿 tデ tデ 淡褐 淡褐 少 少並 F151 

21 P108 F6 土師器 皿 86 40 16 ョコナデ ナテ・ 淡橙灰 ： 淡橙灰 並 並 E268 

22 P129 F7 土師器 皿 116 60 30 ョコナデ ョコナデ ： エ具痕？ 淡黄橙 ： 淡黄橙 並 並 E266 

25 SE01 F5 土師器 皿 100 72 22 ョコナデ ョコナデ 淡橙褐 ： 淡橙褐 少少 少並 T180 

26 SE01 F5 土師器 皿 118 ョコナデ ョコナデ 淡黄橙 ： 淡黄橙 少 少並 枠内 T178 

27 SE01 F5 土師器 皿 106 70 23 ョコナデ ョコナデ 淡橙褐 ： 淡橙褐 少 少並 枠内 T177 

28 SE01 F5 土師器 皿 108 74 26 マメッ マメッ 淡橙褐 ： 淡橙褐 少 少並 T184 

29 SE01 F5 土師器 皿 107 64 21 ョコナテ・ ョコナテ・ 淡橙褐 ： 淡橙褐 少 少並 T186 

30 SE01 F5 土師器 皿 136 90 27 ョコナデ ョコナデ 淡橙褐 ： 淡灰褐 少 並枠内 T179 

31 SE01 F5 土師器 皿 134 76 28 メントリヨコナテ・ ： マメッ 淡橙褐 ： 淡橙褐 少 少並 T183 

32 
SE02 

F6 土師器 皿 78 42 16 メントリ・3コナテ・ ： ヨコナデ 明橙黄 ： 明橙黄 少 並内面にエ具？痕 E136 
SK07 

33 
SE02 

F6 土師器 皿 79 55 15 メントリ・3コナテ・ ： ヨコナデ 淡橙灰褐 ： 淡橙灰褐 少 並並 F137 
SK07 

34 
SE02 

F6 土師器 皿 79 55 16 メントリ・3コナテ・ ： ヨコナデ 淡橙灰褐 ： 淡橙灰褐 少 少並 F136 
SK07 

35 
SE02 

F6 土師器 皿 80 50 16 メントリ・3コナテ・ ： ヨコナデ 淡橙灰褐 ： 淡橙灰褐 少 少並 F134 
SK07 

36 
SE02 

F6 土師器 皿 80 50 18 メントリ・3コナテ・ ： ヨコナデ 淡橙灰褐 ： 淡橙灰褐 少 並 F133 
SK07 

37 
SE02 

F6 土師器 皿 82 50 14 メントリ・3コナテ・ ： ヨコナデ 淡灰褐 ： 淡灰褐 少 少並 F135 
SK07 

38 
SE02 

F6 土師器 皿 84 40 21 メントリ・3コナテ・ ： ヨコナデ 淡黄桃 ： 淡黄桃 少 並 E132 
SK07 

39 
SE02 

F6 土師器 皿 80 50 15 メントリ・3コナテ・ ： tデ 淡桃灰褐 ： 淡桃灰褐 少 並 F139 
SK07 

40 
SE02 

F6 土師器 皿 82 42 17 メントリヨコナテ． ： マメッ 淡橙 淡橙 少 少並 E148 
SK07 

41 
SE02 

F6 土師器 皿 80 46 18 メントリヨコナテ． ： ョコナデ 淡黄灰 ： 淡黄灰 少 並 E133 
SK07 

42 
SE02 

F6 土師器 皿 81 55 18 メントリヨコナテ． ： ョコナデ 淡橙灰褐 ： 淡橙灰褐 少 少並 F138 
SK07 

43 
SE02 

F6 土師器 皿 81 50 17 メントリヨコナテ． ： ョコナデ 淡灰褐 ： 淡灰褐 少 少並 F132 
SK07 

44 
SE02 

F6 土師器 皿 82 50 15 メントリヨコナテ． ： ョコナデ 淡橙灰褐 ： 淡橙灰褐 少 並並 F140 
SK07 

45 
SE02 

F6 土師器 皿 82 50 18 メントリヨコナテ． ： ョコナデ 淡橙黄 ： 淡橙黄 少 少並 E144 
SK07 

46 
SE02 

F6 土師器 皿 85 55 15 メントリヨコナテ． ： ョコナデ 淡橙灰褐 ： 淡橙灰褐 少 並並 F141 
SK07 

47 
SE02 

F6 土師器 皿 88 52 17 メントリヨコナテ． ： ョコナデ 淡灰橙 ： 淡灰橙 少 少並 E137 
SK07 

48 
SE02 

F6 土師器 皿 81 60 15 ョコナデ ョコナデ 淡灰褐 ： 淡橙灰褐 少 少並 F142 
SK07 

49 
SE02 

F6 土師器 皿 84 40 16 ョコナデ ョコナデ 淡橙 淡橙 少 少並 E143 
SK07 

50 
SE02 

F6 土師器 皿 82 50 16 ョコナデ ョコナデ 淡橙灰褐 ： 淡橙灰褐 少 少並 F131 
SK07 
~Fn? 
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第 4表 土器・陶磁器・土製品観察表 (2)

No 遺構 地区種類 器種
口底高
（長）（幅）厚•径） 外面調整 ： 内面調整 ： 底部調整

＇ 
C七 nヮ

隅 皿 136 88 28 メントリ・ヨコナテ・ ： ョコナテ・ ＇ 

環器 皿 134 70 26 メントリ・ヨコナデ ： ョコナデ

環器 皿 135 85 27 メントリ・ヨコナデ ： ナデ

環器 皿 138 96 31 メントリ・ヨコナデ ： ョコナデ

環器 皿 137 88 27 メントリ・ヨコナデ ： ョコナデ

環器 皿 138 92 22 メントリ・ヨコナデ ： ョコナデ

環器 皿 136 98 32 メントリ・ヨコナデ ： ョコナデ

環器 皿 140 90 28 メントリ・ヨコナデ ： ョコナデ

環器 皿 125 76 26 メントリ・マメッ ： マメッ

環器 皿 135 80 28 メントリ・ヨコナテ・ ： マメッ

環器 皿 136 84 25 メントリ・ヨコナデ ： マメッ

環器 皿 136 94 31 メントリ・ヨコナデ ： マメッ

環器 皿 140 80 27 メントリ・ヨコナテ・ ： ョコナデ

環器 皿 141 80 22 メントリ・ヨコナデ ： ナデ

環器 皿 122 76 36 メントリ・ヨコナテ・ ： ョコナデ

環器 皿 130 86 36 ナテ・ ： ナデ

環器 皿 136 96 138 メントリ・ヨコナテ・ ： ョコナデ

環器 皿 136 94 35 メントリ・ヨコナテ・ ： ョコナデ

隅器 皿 138 100 35 メントリ・ヨコナデ ： マメッ

闘器 皿 125 90 29 ヨコナデ ： マメッ

隅器 皿 122 80 30 メントリ・ヨコナデ ： ョコナデ

隅器 皿 136 94 28 ヨコナデ ： ョコナデ

---. • • ~ 器 1 皿 I 1301 84I 211 マメッ ： マメッ

—ー・・・ ・ ・ 隅器 皿 124 80 15 マメッ ： マメッ

隅器 皿 136 70 18 ヨコナテ・ ： ナデ

隅器 脚付皿 83 66 45 ヨコナデ・ユビアト： ナデ

闘器 不明 ＇ ユヒ7卜 ， 
＇ 

ナデ

闘器 不明 152 ナテ． ： ー・
＇ 

ナT

闘器不明 ナテ．： ー・
＇ 

ナT

闘器不明 ナテ．： ー・
＇ 

ナT

隅器 皿 82 50 11 ヨコナテ． ： ョコナデ

「器 皿 82 36 16 ヨコナテ． ： ョコナデ

［器 皿 81 48 15 ヨコナデ ： ョコナデ

問器 皿 81 ＇ ヨコナデ ， ョコナデ
＇ 

隅器 皿 85 49 10 ヨコナデ ： ョコナデ

「器 皿 133 84 30 メントリ・ヨコナデ ： ヨコナデ

環器 皿 122 74 22 ヨコナテ・ ： ョコナデ

隅器 皿 136 ヨコナテ． ： ョコナデ

「器 皿 96 60 15 ヨコナテ． ： ョコナテ. : 

［器 皿 98 50 27 2段ヨコナテ・ ：ヨコナデ・イタメナテ・:

［器 皿 114 62 22 メントリ・ヨコナテ・ ：ヨコナデ・イタメナデ：

洲 鉢 182 ナデ ： ナデ
＇ 

洲 すり鉢 294 ナデ ： ナデ•卸目
＇ 

洲 すり鉢 140 ナテ・ ： 卸目

I器甕 タタキ：．
＇ 

当て具

藉器 皿 82 88 15 メントリ・ヨコナデ ヨコナデ

蒻器 皿 78 70 31 メントリ・マメッ ナデ
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外面色調 ： 内面色調
（釉色調） ： （素地色調）

淡橙灰 ： 淡橙灰

淡橙 ： 淡橙

淡灰褐 ： 淡橙灰褐

淡橙灰褐 ： 淡橙灰褐

淡橙灰 ： 淡橙灰

淡黄橙 ： 淡黄橙

淡灰橙 ： 淡灰橙

淡橙 ： 淡橙

淡橙灰褐 ： 淡橙灰褐

淡灰褐 ： 淡橙灰褐

淡橙灰褐 ： 淡橙灰褐

淡橙灰褐 ： 淡橙灰褐

淡桃橙 ： 淡桃橙

淡灰黄 ： 淡灰黄

淡橙灰 ： 淡橙灰

灰＇ 灰

淡灰褐 ： 淡灰褐

淡灰褐 ： 淡灰褐

淡灰褐 ： 淡橙灰褐

淡灰褐 ： 淡灰褐

明橙 ： 淡橙

淡橙灰 ： 淡橙灰

淡灰褐 ： 淡灰褐

淡橙灰褐 ： 淡橙灰褐

淡黄灰 ： 淡黄灰

淡黄灰 ： 淡黄灰

淡黄桃 ： 淡黄桃

淡橙黄 ： 淡橙黄

淡橙灰 ： 淡橙灰

淡褐 ： 淡褐

淡灰黄 ： 淡灰黄

淡灰橙 ： 淡灰橙

淡灰黄 ： 淡灰黄

淡灰桃 ： 淡灰黄

淡灰黄 ： 淡灰黄

淡朗橙 ： 淡明橙

朗橙 ： 明橙

淡橙灰 ： 淡橙灰

淡灰褐 ： 淡灰褐

淡橙褐 ： 淡橙褐

淡灰褐 ： 淡灰褐

灰：灰

淡灰 ： 淡灰

灰 ： 暗灰

灰 ： 暗灰

淡灰褐 ： 桃橙

淡桃灰褐 ： 淡桃灰褐
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実測N•

E123 

E127 

F113 

F109 

E125 

E139 

E131 

E146 

F128 

F119 

F130 

F123 

E142 

E166 

E145 

E149 

F126 

F122 

F118 

F112 

E122 

E128 

F129 

F125 

E129 

E141 

E134 

E150 

E167 

F287 

E163 

E160 

E162 

E159 

E161 

E168 

E164 

E165 

T185 

T182 

T181 

T187 

T175 

T358 

T188 

S116 

S132 

~,rn 



第 4表 土器・陶磁器・土製品観察表 (3)

N• 遺構 地区 種類 器種 （長口）（幅底）厚高•径） 外面調整 ： 内面調整 ：底部調整 外（釉面色色調調） ：，（素内面地色色調調） 礫 砂 骨 赤 焼成 備考 実測N•

142 SE04 E6 土師器 皿 130 90 24 tデ tデ 淡橙灰褐，淡橙灰褐 少 少並 S138 

143 SE04 E6 土製品 土錘 55 11 4 淡橙灰褐：淡橙灰褐 少 少並枠内 S117 

144 SE04 E6 土 師器脚か ナデ 淡桃灰褐：淡桃灰褐 少少並枠内 S119 

145 SE04 E6 土 師器脚か ナデ 淡橙灰褐：淡橙灰褐 少少並 S140 

147 SE05 E5 土師器 皿 78 48 16 メントリナテ.'' tデ 淡桃灰：淡桃灰 少 少並 S126 

148 SE05 E5 土師器 皿 74 48 15 ヨコナデ tデ 淡灰褐：＇ 淡灰褐 並 少並枠内 S125 

149 SE05 E5 土師器 皿 110 68 28 メントリマメッ： マメッ 淡黄 淡黄 並 少並枠内 E173 

150 SE05 E5 土師器 皿 112 78 31 メントリヨコナデ'： マメッ 淡橙灰褐'： 淡橙灰 少 少並 S122 

151 SE05 E5 土師器 皿 108 70 メントリマメッ： マメッ 淡橙灰褐：淡橙灰褐 並 並並枠内 S124 

152 SE05 E5 土師器 皿 118 3]ナデ・ナデ ナデ 淡橙灰褐 淡橙灰褐 少 少並 S123 

153 SSKE004 5 E5 土師器皿 74 64 16 ヨコナデ tデ 橙 橙 並 並 S128 

154 SSKE004 5 E5 土師器皿 86 44 マメッ マメッ 桃橙 桃橙 少少並 S129 

155 SSKE004 5 E5 土 師器面坪 96 マメッ マメッ 淡橙灰褐 淡橙灰 少 少並 S127 

156 SSKE004 5 E5 土製品 不明 24 24 12 淡灰褐 淡灰褐 少 少並 S131 

158 SK04 E5 土師器皿 90 50 13 ヨコナデ tデ 明橙 明橙 少少並 E151 

159 SK04 E5 縄文深鉢 条痕 tデ 暗黄灰＇ ，＇ 暗黄灰多多少並 E152 

160 SE06 HB 土師器 皿 108 80 メントリヨコナデ：' ョコナデ 淡灰橙 ：' 淡灰橙 少並 並 E180 

161 SE06 HB 土師器 皿 116 80 28 メントリヨコナデ： ョコナデ ： 淡黄桃 ： 淡黄桃 少 少並枠内 E182 

162 SE06 HB 土師器 皿 116 70 18 ヨコナデ ナデ 淡黄灰，淡黄灰 少 並枠内 E183 

163 SE06 HB 土師器 皿 128 ヨコナデ ナデ 淡橙灰：淡橙灰 少 少並枠内 E181 

164 SE06 HS 須恵器瓶類 ナデ ナデ 灰：＇ 灰少並 並 E278 

176 SE09 E12 土師器 皿 126 ヨコナデ ナデ 淡黄灰＇ ：淡黄灰 少 少並 E186 

177 SE09 E12 土師器 皿 124 マメッ マメッ 明橙黄，明橙黄 並 な並 E191 

178 SE09 E12 土師器 皿 130 メントリヨコナデ：' ナデ 淡黄灰：' 淡黄灰 少 並 E187 

179 SE09 E12 土師器 皿 132 ョコナデ ： ナデ ： 明橙 ： 明橙 少 並 E185 

180 SE09 E12 土師器皿 140 ナデ ナデ 淡橙灰，淡橙灰 並 少並 E192 

181 SE09 E12 土師器皿 142 ヨコナデ ナデ 淡灰黄：＇ 淡灰黄 少 並 E184 

182 SE09 E12 土師器 皿 125 61 21 マメッ マメッ 淡橙黄：＇ 淡橙黄 少 少並 E193 

185 SE07 F5 土師器皿 60 58 12 ヨコナデ ナデ 淡灰褐＇ ：淡灰褐 少 並 S120 

186 SE07 F5 土師器 皿 126 メントリナテ．：＇ マメッ 灰褐 灰褐 少 並 S121 

187 SE07 F5 土師器 皿 132 100 30 メントリヨコナデ：' ナデ 淡灰褐：' 淡灰褐 少 少並枠内 S118 

189 SE10 E12 土師器 皿 130 ヨコナデ ： マメッ ： 淡橙灰 ： 淡橙灰 多 多並 E190 

190 SE10 E12 須恵器壺・瓶 90 ナデ ナデ 灰褐 灰褐 並 並 E189 

195 SKOl E5 土師器 皿 80 ヨコナデ ナデ 淡橙 淡橙 並 少並外面に付着物 E171 

196 SK01 E5 土師器 皿 122 80 23 メントリ •3]ナデ： ナデ 淡橙灰：＇ 淡橙灰 多 多並 E172 

197 SK01 E5 土塊 竃か 28 23 15 6.48g E170 

198 SK01 E5 土塊 鼈か 42 39 18 19.3g E169 

200 SK02 E5 土師器皿 82 56 22 マメッ マメッ 朗橙 明橙 少少 並並 E157 

201 SK02 E5 土師器 皿 104 ヨコナデ ナデ 淡黄橙：淡黄橙 少 少並 E153 

202 SK02 E5 土師器 皿 106 70 26 ヨコナデ ナデ 淡橙黄：淡橙黄 少少少並 E154 

203 SK02 E5 土師器皿 110 80 28 マメッ マメッ 明橙 明橙 少 しょ 並 E156 

204 SK02 E5 土師器皿 110 62 29 ヨコナデ ナデ 黄橙 黄褐 多 並 E158 

205 SK02 E5 土師器皿 138 60 40 ナデ：ナデ 明橙 明橙 少少並 E155 

206 SE03 F5 土師器 皿 77 60 17 メントリ •3]ナデ.： ナデ 淡灰褐.：淡灰褐 少 少並 F160 

207 SE03 F5 土師器皿 108 ヨコナデ ヨコナデ 灰褐 灰褐 少 並 F161 

208 SK03 F5 須恵器蓋 tデ ナデ 淡赤灰：＇ 淡赤灰 並 並 F163 

209 SK03 F5 須恵器有台坪 88 ナデ ナデ 灰 灰 少 並 F162 

210 SK03 F5 土師器 甕 147 ナデ ナデ 暗灰褐＇ ，＇ 淡灰褐 並並少 並スス付着 F164 

214 SK08 E5 土 師器皿か 46 ナデ ナデ 淡橙 淡橙 並並並 E174 
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第 4表 土器・陶磁器・土製品観察表 (4)

N• 遺構 地区 種類 器種 （長口）（幅底）厚高•径） 外面調整 ： 内面調整 ：底部調整 外（釉面色色調調） ：，（素内面地色色調調） 礫 砂 骨 赤 焼成 備考 実測N•

239 SX01 J7 縄文 深鉢 96 条痕 tデ ：網代痕 暗褐 明橙 多多多多並 7内面］ゲ付着 E200 

240 SX01 J7 縄文 深鉢 84 条痕 tデ ：＇ 網代痕 黒褐 ：＇ 淡桃白 多多並多並 E198 

241 SX02 18 縄文 深鉢 384 条痕 ナデ 淡黄灰：＇ 淡黄褐並多少並並 14 E203 

242 SX02 18 縄文深鉢 マメッ マメツ 暗茶褐：淡茶褐多 並 1内面］ゲ付着 E207 

243 SX02 18 縄文深鉢 条痕 マメッ 茶褐 茶 褐 少 多 並 11 E204 

244 SX02 18 縄文深鉢 条痕：'tデ/¥ケ？：' 淡黄灰：' 淡黄灰少多 多並 3,5,8,14 E206 

245 SX02 18 縄文深鉢 条痕 マメッ 淡茶褐：淡茶褐多少 並 8穿孔 1ヵ所 E205 

246 SX02 18 縄文 深鉢 90 条痕 ナデ ：網代痕 暗黄茶褐，暗黄茶褐 少多少 並 1 E202 

247 SX02 18 縄文深鉢 100 tデ ナデ 暗茶褐：暗茶褐多多 多並 2 E201 

248 SX04 19 土 製品土錘 42 36 16 ナデ ナデ 淡灰褐：＇ 淡灰褐 並 並 E258 

252 遺構外 須恵器蓋 178 ケズリ・ナデ＇：ナデ 灰 灰 並 並 E229 

253 遺構外 灰釉有台碗 84 tデ tテ． ：， へぅギリ後ナデ 灰白 灰白 並 並 T194 

254 遺構外 古墳 甕 170 tデ tデ 赤橙褐：＇ 赤橙褐 多多 多並外面スス付着 E230 

255 SD01 HB/9 土師器有台碗 60 マメッ マメッ マメッ 淡橙 淡橙 並 並並表層 S220 

256 SDOl HB/9 須恵器有台坪 68 ナデ ナデ ，へうキリ後ナデ 淡灰 淡灰 並 並表層 S218 

257 SDOl H8/9 須恵器双耳瓶 ナデ ナデ 濃灰 濃 灰 少 並 並表層 S221 

258 SDOl HB/9 土師器 皿 138 メントリヨコナデ：' tデ 淡橙灰：' 淡橙灰 並 少並上層 S191 

259 SD01 HS/9 土師器皿 134 84 マメッ マメッ 淡橙＇ ：淡橙灰 少 並上層 S190 

260 S001 HB/9 古瀬戸卸皿 140 灰釉？ 灰釉？ ＇ ，＇ 淡橙灰 上層 S193 

261 S001 HB/9 古 瀬戸壷か 128 鉄釉 鉄釉 淡灰 祖母懐茶壷か上層 S194 

262 SDOl HB/9 青白磁合子か 44 青白磁釉：青白磁釉： 無釉 ： 淡灰白 上層 S195 
''  

263 SDOl HB/9 須恵器瓶類 118 ナデ ， ナテ． ： 灰 灰 少並 並北岸 S145 

264 SDOl HS/9 須恵器壺・瓶 114 ナデ ナデ 橙茶褐：橙茶褐 少 少並北岸 S149 

265 SDOl HS/9 須恵器甕・壷 タタキ 当て具 灰白 灰 少並 並北岸 S167 

266 SD01 H8/9 肥前鉢 78 透明釉 透明釉 赤褐 赤褐 北岸三島手 T206 

267 SD01 H8/9 土師器皿 138 72 21 ヨコナデ ナデ 淡褐 淡褐 少 少並黒褐粘層 M142 

268 S001 HB/9 土師器 皿 138 100 24 ヨコナデ ヨコナデ 淡褐 淡褐 少 少並黒褐粘層 M143 

269 SDOl HB/9 土製品 土錘 39 19 5 淡灰褐 ： 並 並黒褐粘層 13g T301 

270 SDOl HB/9 須恵器無台坪 72 ナデ ナデ ：^ うギリ後ナデ 淡灰 淡灰 少並 並底上砂層墨書「殿」力 S217 

271 SD01 HS/9 須恵器有台坪 58 ナデ ナデ ：へうキリ後ナデ 淡灰 淡灰 少並 良底上砂層 S214 

272 SDOl HS/9 須恵器坪 154 ナデ ナデ 灰 淡灰少少 並底上砂層 S213 

273 SD01 H8/9 須恵器壺・瓶 100 マメッ ナデ 灰 灰白 少並 並底上砂層 S215 

274 SD01 H8/9 土師器甕 (296) ナデ ナデ 淡褐 暗褐 少少少 並底上砂層 M125 

275 S001 HB/9 内黒碗・皿 58 tデ ナデ マメッ 淡褐 黒灰 少 少並底上砂層 M177 

276 S001 HB/9 土師器 碗 166 tデ ： ミがキ ： 淡褐 淡褐 少少 少 並 底 上 砂 層 T297 
''  

277 SDOl HB/9 土師器 碗・皿 80 ナテ・マメッ ＇ ，＇ ナデマメッ ： ナデマメッ 淡褐 淡褐 少少，少並底上砂層 M139 

278 SDOl HB/9 土師器 碗 64 ナデ ナデ マメッ 淡褐 淡褐 多少 少並底上砂層 M135 

279 SDOl HS/9 土師器 碗・皿 43 マメッ マメッ ：， 回転糸キリ 淡橙 淡褐 並 多並底上砂層 M137 

280 SD01 H8/9 土師器碗・皿 34 ナデ ナデ ， ：回転糸キリ 橙 橙 少 並並底上砂層 M140 

281 SD01 HB/9 土師器壺・甕 (240) ナデ ナデ 淡褐 淡褐 少 少並底上砂層 M126 

282 S001 HB/9 土師器 甕か 74 tデケズリ：＇ ヶズリ？ マメッ 暗橙 暗褐 少 並底上砂層 M138 

283 S001 HB/9 土製品 土錘 51 16 4 淡橙 淡橙 少 少並底上砂層 8.7g S223 

284 SDOl HB/9 土製品 土錘 59 38 11 淡橙褐 ： 淡橙褐 並 少並底上砂層 61g S222 

285 SDOl HB/9 土師器 皿 80 40 17 ヨコナデ ヨコナデ 淡褐 淡褐 少少 少 並 底 上 砂 層 M132 

286 SDOl HB/9 土師器 皿 84 32 16 ナデ ヨコナデ 淡褐 淡褐 少 少並底上砂層 M133 

287 SD01 HB/9 土師器皿 88 40 16 ナデ ナデ 淡褐 淡褐 少 少並底上砂層 M134 

288 SD01 H8/9 土師器 皿 116 60 29 メントリ・3コナテ・： ナデ 淡褐 淡褐 少 少並底上砂層 M130 

289 SD01 HB/9 土師器 皿 136 80 メントリヨコナテ• ： ナデ 淡灰褐 ：＇ 淡橙褐 少 少並底上砂層 T295 

290 SD01 HB/9 土師器 皿 118 70 31 ヨコナデ ナデ 淡橙褐：淡橙褐 少 並並底上砂層 T296 

291 SD01 HB/9 皿 150 マメッ マメッ 淡白褐＇ ，淡白褐 ヽヽ 少並底上砂層 T298 
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第 4表 土器・陶磁器・土製品観察表 (5)
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第 4表 土器・陶磁器・土製品観察表 (6)

晶 厚高径）

''  

外（釉面色色調調） ＇ ：： （素内面地色色調調） 赤悶No 遺構 地区 種類 器種 ロ 外面調整 ： 内面調整 ： 底部調整 礫 砂骨 備考 実測N•（長）
''  

375 SDOl HB/9 青磁 皿 60 青磁釉 青磁釉 灰白 灰白 並同案窯系 T199 

376 SDOl HB/9 珠洲 壺 tデ tデ 暗灰 淡灰 並 少並 T247 

377 SD01 HS/9 珠洲 甕 ククキ 当て具 灰 灰 並少 並 S166 

378 SD01 HS/9 珠洲 甕 ククキ 当て具 灰 淡灰 少並 並杭列北 S165 

379 S001 HB/9 珠洲 甕 tデ tデ 淡灰 淡灰 少並 少並 線刻文字 S169 

380 S001 HB/9 須恵器 甕 tデ 当て具 灰 灰 並 少並 S170 

381 SD01 HB/9 珠洲 片口鉢 238 ナテ・ ナテ・ 灰 淡灰 並 並北岸 S144 

382 SD01 HB/9 珠洲 すり鉢 120 ナテ・ 卸目 マメッ 淡灰 淡灰 並 少並 杭列北 S150 

383 SDOl H8/9 珠洲力 不明 100 tデ tデ マメッ 白灰 白灰 少並 不瓦質土器力 S160 

384 SD01 HS/9 土製品 土錘 55 39 16 淡橙褐 ： ＇ 
並 少並 69 6g T207 

385 SD01 HS/9 土製品 土錘 34 13 4 淡灰褐 ： 少 少並 4.6g T209 

386 S001 HB/9 土製品 土錘 45 11 4 濃灰褐 ： 少 並 3.Bg T208 

387 S001 HB/9 土製品 不明 22 24 15 淡褐 少 少並 高坪の一部力 7.71g T248 

443 SD01 HB/9 土製品 寵か 84 64 37 杭列北 111g T220 

454 SD04 G3/4 土師器 有台碗・皿 54 マメッ マメッ 淡橙褐 ： 淡橙褐 少並 F159 

455 SD04 G3/4 須恵器 壺・瓶 ナデ tデ 淡灰 淡灰 少 並 F158 

456 SD04 G3/4 青磁 皿 青磁釉 青磁釉 淡緑灰 ：＇ 淡灰 F170 

457 SD04 G3/4 陶器 甕 21 灰釉 灰釉 ＇ ： 淡赤灰褐 F157 

458 S004 G3/4 肥前磁 皿 42 透明釉力 ： 透明 灰白 蛇／目釉剥ぎ F166 

459 S004 G3/4 美濃陶 碗 鉄釉 黒褐
：＇ 灰白褐 拳骨碗 F169 

460 SD04 G3/4 肥前陶 皿 44 灰釉 灰釉 ： 淡灰褐 蛇／目釉剥ぎ F165 

461 SD38 F4 青磁 皿か 44 青磁釉 青磁釉 ： 青磁釉 淡緑灰 ： 灰白 T359 

463 SD03 HIB 土師器 小壷力 21 ナデ ナデ 淡褐 淡褐 少 少並 F225 

464 SD03 HIB 須恵器 有台坪 75 ナデ ナデ ヘうキリ 暗灰 灰 少少 並 F222 

465 SD03 HIS 須恵器 甕 タタキ 当て具 暗灰 暗灰 多多 並 F177 

466 SD03 HIS 須恵器 双耳瓶 ナデ ナデ 淡灰 淡灰 少 並 F231 

467 S003 HIS 土師器 皿 81 66 17 ョコナテ・ ョコナテ・ 淡灰褐 ： 淡灰褐 少 少並 F179 

468 SD03 HIB 土師器 皿 117 80 22 メントリマメッ ： マメッ 淡橙褐 ： 淡橙褐 少 少並 F226 

469 SD03 HIB 土師器 皿 131 90 25 メントリヨコナテ・ ： ヨコナデ 淡橙灰褐 ： 淡灰褐 少 少並 F176 

470 SD03 HIB 土師器 皿 134 98 29 メントリヨコナテ． ： ヨコナデ 灰褐 ： 淡灰褐 並 少並 F178 

471 SD03 HIB 土師器 皿 134 95 28 メントリヨコナデ ： ＇ ヨコナデ 淡橙灰褐 ： 淡橙灰褐 少 並並 内面付着物（漆力） F175 

472 SD03 HIS 土師器 皿 128 84 27 マメッ マメッ 淡褐 淡褐 少 少並 F227 

473 SD03 HIS 土師器 皿 126 70 22 マメッ マメッ 淡褐 淡褐 少 少並 F230 

474 S003 HIB 土師器 皿 126 80 23 ョコナテ・ ョコナデ 淡褐 淡褐 少 少並 F229 

475 S003 HIB 土師器 皿 132 89 27 マメッ マメッ 淡褐 淡褐 少 少並 F223 

476 SD03 HIB 土師器 皿 138 90 22 マメッ マメッ 淡褐 淡褐 少 少並 F228 

477 SD03 HIB 土師器 皿 143 110 24 マメッ マメッ 淡褐 淡褐 少 少並 F224 

478 SD03 HIB 育磁 碗 60 青磁釉 青磁釉 薄青緑 ： ＇ 
灰白 並 F181 

479 SD03 HIS 珠洲 片口鉢 ナデ tデ 暗灰 暗灰 少 並 F180 

480 SD03 HIS 土製品 壁・鼈カ 39 52 30 淡橙褐 ： 淡橙褐 少 並並 F233 

481 S003 HIB 土製品 鞘羽口力 41 46 25 淡褐 淡褐 少少 並 F232 

482 S005 IJ7 須恵器 蓋 136 14 tデ ナデ 灰 灰 少 並 F186 

483 SD05 IJ7 土師器 皿 84 60 14 ナテ・ ナデ 淡灰褐 ： 淡灰褐 少 少並 F185 

485 SD15 D5/6 須恵器 甕力 タタキ ナデ 暗灰 淡灰 少 並 F168 

486 SD15 D5/6 灰釉力 碗 80 灰釉 灰釉 淡灰緑 ： ＇ 
淡灰 F167 

487 SD16/17 E6 土師器 碗・皿 56 ナデ tデ 灰褐 灰褐 少並 少並 F171 

488 SD16/17 E6 土師器 皿 メントリ・3コナテ・ ： tデ 淡褐 淡褐 少 並並 F172 

489 SD31 E5F6 土師器 皿 82 50 16 ョコナデ ナデ 淡橙灰褐 ： 淡橙灰褐 少 少並 F174 

490 SD31 E5F6 土師器 皿 78 60 18 メントリヨコナデ ： ナデ 淡橙灰褐 ： 淡橙灰褐 少 少並 F173 

491 SD43 G9/10 無台坪 17 78 25 ナテ・ ナテ・ 淡灰 淡灰 並 並 F188 
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第 4表 土器・陶磁器・土製品観察表 (7)

N• 遺構 地区 種頬 器種 （長口）（幅底）厚高•径） 外面調整 ： 内面調整 ：底部調整 外（釉面色色調調） ：，（素内面地色色調調） 礫 砂 骨 赤 焼成 備考 実測N•

509 SDOl/02 G9H9 珠洲甕 タタキ ナデ 灰 灰少多少不 2トレ E228 

510 SDOl/02 G9H9 珠洲甕 tデ ナデ 暗灰暗灰 並 F234 

511 SD01/02 G9H9 加賀甕 ナデ ナデ 淡灰 淡灰 並 並表層 E215 

512 SD01/02 G9H9 珠洲鉢力 84 ナデ ナデ 灰褐 灰褐 並少並 E213 

513 SD01 /02 G9H9 土師器皿 127 80 27 tデ tデ 淡灰褐，＇ ＇ 淡灰褐 少少並 F235 

514 8D01/02 G9H9 育磁碗 青磁釉青磁釉 灰 並 並龍泉窯系 E212 

517 SD02 GH9 土 師器高坪 マメッ シ点リ痕 淡灰褐：淡灰褐多多 並並 F195 

518 SD02 GH9 須恵器有台坪 56 ナデ ナテ． ：^ うギリ後ナデ 灰 灰 少並 並外底に墨書力 E221 

519 SD02 GH9 須恵器有台坪 78 ナデ ナデ ：へぅギリ後ナデ 灰 灰 並 並外底に墨痕力 E222 

520 SD02 GH9 須恵器瓶 ナデ 当て具 灰白 灰白 少 並底 T289 

521 SD02 GH9 須恵器 甕 タタキ後ナテ．：当て具 E220 

522 S002 GH9 土師器 皿 90 64 16 メントリヨコナテ．： ナデ 淡、橙褐 ＇ ，＇ 淡橙褐 並 並並 T287 

523 S002 GH9 土師器 皿 118 66 25 メントリヨコナデ： tデ 淡褐 淡褐 少 少並 T286 

524 SD02 GH9 土師器 皿 128 92 24 ヨコナデ ナデ 淡橙褐：淡橙褐 少 少並 T288 

525 SD02 GH9 土師器皿 147 100 27 ナデ ナデ 少少並 F197 

526 SD02 GH9 土師器皿 156 105 30 ナデ ナデ 淡灰褐：＇ 淡灰褐 少 少並 F196 

527 SD02 GH9 白磁碗 (160) 透明釉 透明釉 白灰 並表層 T292 

528 SD02 GH9 白磁碗 164 透明釉透明釉 灰 灰白 良 E245 

529 S002 GH9 育磁 坪 ・ 鉢 100 青磁釉 青磁釉 暗緑 白 良 E243 

530 S002 GH9 育磁碗 青磁釉青磁釉 淡緑 灰白 良 E244 

531 SD02 GH9 古瀬戸力碗・皿 47 灰釉 淡黄褐：淡黄 良 E234 

532 SD02 GH9 古瀬戸力平碗力 52 灰釉 灰釉 黄緑灰：淡灰黄 良 E238 

533 SD02 GH9 査器系甕 ナデ ナデ 暗茶褐：暗茶褐少多 並越前・加賀力 E219 

534 SD02 GH9 加賀甕 ナデ押印：＇ ナデ 茶灰 茶 灰 少 並 並 E223 

535 SD02 GH9 珠洲甕 (440) ナデ ナデ 暗灰 灰 白 少 並 並 T281 

536 SD02 GH9 珠洲壷力 174 ナデ ナデ 灰白 灰白 少少並頸径 171mm T280 

537 S002 GH9 越前甕 (686) tデ ナデ 灰白 暗灰 並 並頸径 329mm T284 

538 SD02 GH9 珠洲鉢 (320) ナデ ナデ 灰 灰少並並並 T283 

539 SD02 GH9 珠洲すり鉢 (400) ナデ ナデ 灰白 暗灰 並 並 T282 

540 SD02 GH9 珠洲すり鉢 300 ナデ ：＇ ナT―・卸目 ：， 灰 灰 少少 並 E218 

541 SD02 GH9 珠洲 鉢 174 ナデ：'ナデ：' 灰 灰 並少並 E216 

542 SD02 GH9 珠洲 すり鉢 308 ナデ '：ナデ・卸目'： 灰 灰 並少 並 E217 

543 SD02 GH9 越前すり鉢 (340) ナデ 卸目 淡、白褐 ＇ ，＇ 淡白褐 少 少並粘 T290 

544 S002 GH9 陶器すり鉢 (234) tデ ナデ 暗赤褐：暗赤褐 少 並粘 T291 

545 SD02 GH9 珠洲 壷 64 tデ：ナデ：静止糸キリ 灰 灰 少並 並 T279 
''  

546 SD02 GH9 肥前陶碗 52 透明釉？'，'透明釉？'，' 透明釉？ 灰 灰 良 E235 

547 SD02 GH9 肥前陶 碗 45 透明釉？：'透明釉？：' 透明釉 灰 灰 E236 

548 SD02 GH9 肥前陶碗 98 透明釉 透明釉 淡緑灰：＇ 灰 良 E246 

549 SD02 GH9 肥前磁皿 40 透明釉 透明釉 灰 良蛇／目釉剥ぎ E239 

550 SD02 GH9 肥前陶皿 44 灰釉 灰釉 暗灰 暗灰 良 E237 

551 SD02 GH9 肥前磁 鉢 90 青磁釉 透明釉 淡緑灰： 白 良蛇／目凹形高台焼継 E241 

552 SD02 GH9 肥前陶皿 127 44 37 灰釉 灰釉 灰白 淡褐 良 E242 

553 SD02 GH9 肥前磁皿 76 透明釉 透明釉，透明釉 灰 良蛇／目釉剥ぎ E240 

554 SD02 GH9 肥前陶 碗 37 灰釉 ：， 回転糸キリ 灰褐 ：暗灰褐 良 E233 

555 SD02 GH9 土製品 土錘 30 27 10 淡橙灰褐：＇ 並 少並 15.5g T285 

556 SD02 GH9 陶製品 陶錘 33 21 7 赤茶灰 ： 並 1651g F199 

557 SD02 GH9 土製品 土錘 47 12 4 淡ヽ灰褐 ＇ ＇ ， 少 並右岸 4.69g T293 

558 SD02 GH9 土製品 土人形 60 59 27 淡灰褐 ： 少 少並ふくら雀背中に梅鉢力 40.33g F198 



第 6表木製品観察表

No. 遺構 地区 種別 ロ（長）底（幅） （厚品・径） 樹種 木取 備考 実測No. No. 遺構 地区 種別 ロ（長） 底（幅） （厚品•径） 樹種 木取 備考 実測No.

23 SB06 19 柱 156 31 30 針 辺 P103 ET87 495 SD43 G9/10 不明 34 33 27 広カ 心 ET83 

24 P139 HJ 柱 232 101 47 針カ 辺 ET88 516 S001/02 G9H9 脚・台カ 113 49 9 針 柾 ET19 

114 SE03 F5 棒状 278 10 10 針 辺 T154 560 SD02 GH9 横櫛 34 29 8 針 F202 

115 SE03 F5 箸状 200 5 5 針 辺角 T158 565 SD02 GH9 円形版 100 182 14 針 柾＋板 焼印別材使用 AM16 

116 SE03 F5 箸状 180 6 3 針 辺平 T156 566 5D02 GH9 円形版 147 15 針 柾 焼印 3トレ F203 

117 SE03 F5 箸状 141 5 4 針 辺 角丸 T157 567 SD02 GH9 円形版 71 3 針 柾 黒色漆付着力 T254 

118 SE03 F5 箸状 135 8 5.5 針 辺平 T155 568 SD02 GH9 円形版 65 64 4 針 柾 AM14 

119 SE03 F5 板状 96 50 7 針 曲物側板転用品 T170 569 5D02 GH9 桶側板 198 54 7 針 板 焼印 ET36 

120 SE03 F5 折敷 274 213 5 針 柾 俎板痕 AM5 570 SD02 H10 桶側板 68 46 6 針 板 焼印 ET85 

146 SE04 E6 折敷 301 59 8.5 針 柾 北東角杭（井戸材転用） T153 571 SD02 GH9 桶側板 237 64 7 針 板 焼印 T251 

167 SE06 HS 箸状 153 10 6 針 辺 角丸 ET13 572 5D02 GH9 桶側板力 113 57 11 針 柾 焼印 T253 

168 SE06 HB 箸状 182 5 5 針 辺角 ET14 573 SD02 GH9 把手力 192 35 8 針 柾 AM15 

169 SE06 HB 木簡力 190 39 3 スキ・ 板 ET15 574 SD02 GH9 栓 60 30 針 辺 T252 

170 SE06 HS 折敷 174 90 5 針 柾 俎板痕 ET35 575 5D02 GH9 棒状 45 35 36.5 広 心 暗灰粘層 ET81 

171 SE06 HB 折敷 273 123 6 針 柾 俎板痕、折敷転用品 ET34 576 SD02 GH9 板状 126 60 8 針 柾 F277 

172 SE06 HB 折敷力 268 82 6 針 柾 俎板痕 ET17 577 SD02 GH9 木簡 231 25 9 針 柾 習書木簡カ S199 

173 SE06 HB 円形板 249 75 5 針 柾 俎板痕 ET16 579 SD02 GH9 板状 118 100 18 針 柾 F279 

174 SE06 HB 板状 280 75 11 針 板 ET18 580 SD02 GH9 下駄 222 102 94 広 板 AM13 

175 SE06 HB 棒状 102 43 33 針 辺 T171 581 SD02 GH9 下駄 218 82 27 広 板 ETBO 

184 SE09 E12 箸状 73 5 3 針 E194 582 SD02 GH9 下駄 165 84 40 広 板 S249 

188 SE07 F5 陽物カ 97 47 47 広 心 下層枠内 T138 583 SD02 GH9 下駄 243 104 12 針 板 田下駄力 AM11 

192 SE10 E12 板状 161 26 8 針 板 S102 584 SD02 GH9 杭 310 39 広 心 底上砂層 S248 

193 SE10 E12 棒状 133 28 15 針 辺 S103 585 SD02 GH9 不明 52 92 71 針 心 T250 

194 SE10 E12 棒状 146 18 17 針 辺 下方炭化 S104 586 SD02 GH9 板状 487 74 12 針 下層(S001含む力） ET31 

211 SE03 F5 箸状 188 5 3 針 辺 枠外角 T159 

212 SE03 F5 箸状 165 6 5 針 辺 枠外角 T160 

213 SE03 F5 箸状 96 8 3.5 針 辺 枠外平 T161 

231 SK23 J6 円形板 134 134 13 針 柾 3層底板 ET84 
第 7表石製品観察表

232 SK23 J6 板状 338 40 5 針 板 1層 ET86 No. 遺構 地区 種別 長幅 厚・径 重量 備考 実測No.

233 SK23 J6 人形 377 31 7 スキ・ 板 2層 T300 97 
SE02 

F6 火打石か 19 20 6 2.61 メ／り E135 
SK07 

391 8D01 HB/9 箸状 219 5.5 4.5 針 辺角 T168 121 SE03 F5 敲石 83 85 53 600 擦り面アリ T174 

392 SDOl HS/9 折敷 170 40 4 針 板 底上砂層 ET78 122 SE03 F5 不明 97 107 84 1120 T176 

393 SD01 H8/9 付札状 231 25 4 スキ・ 板 T148 157 
SE05 

E5 磨製石斧 58 33 10 S130 
SK04 

394 8D01 HB/9 柄力 57 30 7 広 T172 199 SK01 E5 砥石 51 35 11 33 79 E175 

395 SDOl HB/9 棒状 103 25 22 5 広 心 T163 218 SK13 E12 砥石 69 46 9 2772 E179 

396 SD01 H8/9 板状 182 20 9 広 柾 T167 222 SK24 F6 石材 36 52 29 51.48 E256 

397 8D01 HB/9 板状 103 13 2 針 板 ET20 223 SK24 F6 石材 25 17 15 938 E257 

398 SDOl HB/9 板状 112 16 4 針 柾 S99 234 SK23 J6 石材 48 29 27 4019 E259 

399 SD01 H8/9 板状 93 30 8 針 柾 ET23 249 SX05 L6 石材 43 25 11 10.04 E260 

400 8D01 HB/9 棒状 286 15 13 針 辺 S98 250 遺構外 石鏃 30 19 6 268 E231 

401 SDOl HB/9 棒状 257 16 11 針 辺 一部炭化 S97 251 遺構外 石鏃か 26 12 7 1.73 E232 

402 SDOl HS/9 板状 206 37 14 針 板 T164 433 S001 HS/9 打製石斧 76 58 21 130 上層 F200 

403 8D01 HB/9 板状 108 46 4.0 針 板 S100 434 S001 HB/9 打製石斧 61 56 16 98 F191 

404 SDOl HB/9 板状 172 23 12 5 針 板 T165 435 $D01 HB/9 筋砥石 73 48 45 185 F192 

405 SDOl HS/9 板状 123 15 5 針 板 ET21 436 S001 HS/9 突き棒力 119 54 23 265 F193 

406 SD01 H8/9 棒状 164 11 8 針 辺 ET79 437 S001 HB/9 石鏃 23 18 6 T210 

407 SDOl HB/9 杭 165 41 39 針 心 木⑨ ET24 438 $D01 HB/9 石鏃 20 12 3 0.96 上層 F201 

408 SDOl HS/9 杭 457 27 34 針 辺 S197 439 S001 HS/9 石鏃か 10 8 4 019 上層 T249 

409 SD01 HS/9 棒状 398 15 21 針 辺 T169 440 SD01 HB/9 剥片 25 20 ， 4.67 T214 

410 SDOl HB/9 杭 687 28 29 針 辺 S196 441 S001 HB/9 剥片 21 14 8 3.91 T215 

411 SDOl HS/9 角状 37 50 24 針 柾 ET22 442 S001 HS/9 石鏃力 37 23 ， 10未成品カ T211 

412 SD01 H8/9 板状 68 61 19 広 板 S101 444 SD01 HB/9 剥片 35 23 15 15 63 T217 

413 SD01 HB/9 80 40 T166 445 S001 HB/9 剥片 28 29 12 7.61 T216 
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第5章直江遺跡群の古環境

第 1節花粉化石

鈴木茂（パレオ・ラボ）

1. はじめに

金沢市直江町地内に所在する直江遺跡群において行われた発掘調査に際し、直江北遺跡の井戸側内

（弥生時代末～古墳時代初頭）、直江中遺跡の井戸側内 (13・14世紀）および）II跡 (13・14世紀）よ

り土壌試料が採取された。以下にこの採取された土壌試料について行った花粉分析の結果を示し、直

江遺跡群周辺の古植生について検討した。

2. 試料と分析方法

花粉分析用試料は直江北遺跡東側南地区の井戸 SK20の側内土壌（試料 No.l)、直江中遺跡西側地区

の井戸 SE03の側内土壌 (2層：試料 No.3)、同遺跡東側地区の川跡 SDOlの堆積土壌 (11・13層：試

料 No.4) の 3試料である。各試料について、試料 No.lはオリーブ黒色の砂質粘土で、オリーブ褐色

砂の小塊が散在している。試料 No.3は灰オリーブ色の砂質粘土、試料 No.4は暗緑灰色の砂質シルト

である。これら 3試料について以下のような手順にしたがって花粉分析を行った。

試料（湿重約 5g)を遠沈管にとり、 10%水酸化カリウム溶液を加え 20分間湯煎する。水洗後 0.5mm

目の飾にて植物遺体などを取り除き、傾斜法を用いて粗粒砂分を除去する。次に 46%フッ化水素酸溶

液を加え 20分間放置する。水洗後、比重分離（比重 2.1に調整した臭化亜鉛溶液を加え遠心分離）を

行い、浮遊物を回収し水洗する。水洗後、酢酸処理を行い、続いてアセトリシス処理（無水酢酸 9:

濃硫酸 lの割合の混酸を加え 3分間湯煎）を行う。水洗後、残演にグリセリンを滴下し保存用とする。

検鏡はこの残澄より適宜プレパラートを作成して行い、その際サフラニンにて染色を施した。

3. 分析結果

検出された花粉・胞子の分類群数は樹木花粉 22、草本花粉 19、形態分類を含むシダ植物胞子 3の総

計 44である。これら花粉・シダ植物胞子の一覧を第 9表に、また主要な花粉・シダ植物胞子の分布を

第46図に示した。なお、分布図における樹木花粉は樹木花粉総数を、また草本花粉、シダ植物胞子は

全花粉・胞子総数を基数とした百分率で示してある。表および図においてハイフンで結んだ分類群は

それら分類群間の区別が困難なものを示し、クワ科・マメ科の花粉は樹木起源と草本起源のものとが

あるがそれぞれに分けることが困難なため便宜的に草本花粉に一括して入れてある。



表 9 産出花粉化石一覧表

和名 学名

4
 

樹木

モミ屈 Abies 1 1 -
マツ属単維管束亜属 Pinus subgen. Ha.ploxylon - - 1 
マツ屈複維管束亜属 Pinus subgen. Diploxylon 2 14 2 
マツ属（不明） Pinus (Unknown) 2 5 1 
コウヤマキ屈 Sciadopi tys 1 5 -
スギ Cryptomena Ja.pomca. D. Don 61 123 158 
イチイ科ーイヌガヤ科ーヒノキ科 T.-C. 6 13 6 
ヤナギ属 Sa.lix - 1 1 
サワグルミ屈ークルミ属 Pteroca.rya.-Juglans 5 2 1 
クマシデ属 ーアサダ属 Ca.rpinus -Ostrya. 5 8 1 
カバノキ属 Betula - 3 1 
ハンノキ属 Al nus 5 8 3 
プナ Fa.gus crena.ta. Blume 2 3 6 
コナラ属コナラ亜属 Quercus subgen. Lepidobala.nus 7 9 8 
コナラ属アカガシ亜属 Quercus subgen. Cycloba.la.nopsis 1 6 7 
クリ属 Ca.s ta.nee 1 - -
シイノキ属ーマテバシイ属 Castanops1s -Pa.sania. 3 2 -
ニレ属ーケヤキ屈 Ulmus -Zelkova 2 3 4 
カエデ属 Acer 1 - 2 
トチノキ屈 Aescul us 3 1 1 
ウコギ科 Araliaceae - - 1 
トネリコ屈 Fra.xinus 2 

―----------------------------------------------------------------------=---------こ
草本
ガマ属 Typha. - 1 3 
サジオモダカ屈 Alisma. - - 1 
オモダカ属 Sa.gitta.ria. - 1 1 
イネ科 Gramineae 76 290 159 
ヵャッリグサ科 Cyperaceae 5 24 25 
クワ科 Moraceae 2 2 1 
サナエタデ節 ーウナギッカミ節 Polygonum sect. Persicaria-Echinocaulon - 2 -
ソバ屈 Fagopyrum - - 1 
アカザ科ーヒユ科 Chenopodiaceae -Amaranthaceae - 22 3 
ナデシコ科 Caryophyllaceae - 2 -
アブラナ科 Cruciferae 1 27 16 
マメ科 Leguminosae 4 1 -
ッリフネソウ属 Impatiens 1 - -
セリ科 Umbelliferae 1 - 1 
シソ科 Labia tae - 1 -
オオバコ属 Pla.nta.go - 1 1 
ヨモギ屈 Artemisia 55 55 12 
他のキク 亜科 other Tubuliflorae 1 1 1 
タンポポ亜科 Liguliflorae 9 4 1 

-------------------------------------------------------------------------------------
シダ植物
ゼンマイ科 Osmundaceae 1 - 1 
単条型胞子 Monolete spore 26 71 88 
三条型胞子 Trilete spore 4 6 -

------------------
樹木花粉 Arboreal pollen 108 209 204 
草本花粉 Nonarboreal pollen 155 434 226 
シダ植物胞子 Spores 31 77 89 
花粉・ 胞子総数 Total Pollen & Spores 294 720 519 

不明花粉 Unknown pollen 28 11 

T. -C. はTaxaceae-Cephalotaxaceae-Cupresaceaeを示す

樹木 花 粉 草本花粉・ シダ植物胞子

匝；上北逍跡 SK20 I 

□ 直 tlldlli~~量；こ〗二d印
：中：：：三］ 三［三且見凰l t ~fll~ f I: l.f ll I『I:『!,HI

(・: 1%以下） 100% 

第 46図 直江遺跡群の主要花粉化石分布図
（樹木花粉は樹木花粉総数、草本花粉・胞子は花粉・胞子総数を基数として百分率で算出した）
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頭、直江中遺跡の井戸 SE03および川跡 SDOlの堆積土壌（試料 No.4) が 13・14世紀と考えられて

いる。花粉分析の結果、これらの試料に大きな違いは認められないことから、ほぼ同様の植生が成立

していたと推測される。すなわち、弥生時代末～古墳時代初頭および 13・14世紀の直江遺跡群周辺丘

陵部では斜面部を中心にヒノキ類が混じるスギ林が広く成立していたとみられる。また、コナラ亜属

やクマシデ属ーアサダ属、ニレ属ーケヤキ属などの落葉広葉樹林も一部に形成されていたと推測され

る。さらにアカガシ亜属やシイノキ属ーマテバシイ属などの常緑広菓樹類も尾根部などに分布してい

たであろう。なお、試料 No.3においてマツ属複維管束亜属（アカマツ、クロマツなどのいわゆるニョ

ウマツ類）がやや多く検出されていることから、 13・14世紀の直江遺跡群周辺丘陵部では一部にニョ

ウマツ類の二次林が形成されていた可能性が推察される。

一方、直江遺跡群周辺低地部では河川周辺などにハンノキ属やクルミ属ーサワグルミ属、ヤナギ属

が生育しており、河畔林や湿地林を形成していたとみられる。また、プラント・オパール分析におい

て直江中遺跡の 2試料よりイネのプラント・オパールが多く検出されており、 13・14世紀の直江遺跡

群周辺では川跡周辺などの低地部において水田稲作が行われていたことが推測される。この水田には

水田雑草と考えられるサジオモダカ属、オモダカ属が生育していたとみられる。なお、試料 No.lにお

いても若干のイネのプラント・オパールが検出されており、弥生時代末～古墳時代初頭の時期におい

ても遺跡周辺において稲作が行われていた可能性が推察されるが、これについてはさらに検討が必要

であろう。

井戸についてみると、弥生時代末～古墳時代初頭の直江北遺跡井戸 SK20周辺にはヨモギ属を中心

にタンポポ亜科、シダ植物などが生育していたとみられる。さらに大型植物遺体分析結果をみるとキ

ジムシロ属やスミレ属、スゲ属などが井戸試料としては本試料のみの検出であり、これらが生育する

雑草群落が SK20周辺に形成されていたとみられる。

13・14世紀の直江中遺跡井戸 SE03周辺には SK20と異なり、アカザ科ーヒユ科やアブラナ科、ハコ

ベ属（大型植物遺体同定参照）などが目立つ雑草群落が形成されていたとみられる。さらに、わずか

ではあるがオオバコ属の花粉化石が検出されており、大型植物遺体においてはオオバコ属やスベリヒ

ユ属の種子が得られている。このオオバコ属、スベリヒユ属は道端雑草を含む分類群であることから、

井戸周辺において人が盛んに行き来していた様相がうかがえよう。

第2節 プラント・オパール

鈴木茂（パレオ・ラボ）

1. はじめに



秤量した試料を乾燥後再び秤量する（絶対乾燥重量測定）。別に試料約 lg(秤量）をトールビーカ

ーにとり、約 0.02 gのガラスビーズ（直径約 0.04mm) を加える。これに 30%の過酸化水素水を 20,..._.,

30cc加え、脱有機物処理を行う。処理後、水を加え、超音波ホモジナイザーによる試料の分散後、沈

降法により 0.01mm以下の粒子を除去する。この残澄よりグリセリンを用いて適宜プレパラートを作製

同定および計数はガラスビーズが 300個に達するまで行った。し、検鏡した。

3. 分析結果

同定・計数された各植物のプラント・オパール個数とガラスビーズ個数の比率から試料 lg当りの各

プラント・オパール個数を求め（第 10表）、それらの分布を第 47図に示した。以下に示す各分類群の

プラント・オパール個数は試料 lg当りの検出個数である。

試料No.1 : 検鏡の結果、若干のイネのプラント・オパールが検出された。最も多く検出されたのは

クマザサ属型で、 10,000個を越えて得られている。その他、ウシクサ族、ヨシ属、キビ族などが検出

されている。

試料 No.3: イネのプラント・オパールが非常に多く検出されており、イネの穎の部分に形成される

珪酸体の破片もやや多く観察されている。また、連なった状態のイネ型短細胞珪酸体もやや多く得ら

れている。イネ以外ではクマザサ属型が最も多く検出されているが、 10,000個には達していない。そ

キビ族、ネザサ節型が検出されている。の他、ウシクサ族、ヨシ属、

試料No.4: 本試料においても

イネのプラント・オパールが多

く検出されており、イネの穎の

部分に形成される珪酸体の破片

や連なった状態のイネ型短細胞

珪酸体もやや多く得られている。

イネ以外ではウシクサ族、ヨシ

属、クマザサ属型、キビ族、ネ

ザサ節型が検出されている。
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直江遺跡群のプラント•オパール分布図

第 10表 試料 1g当たりのプラント・オパール個数

試料 イネ イネ穎破片 ネザサ節型 クマザサ属型 ヨシ属 キビ族 ウシクサ族 不明

番号 （個/g) （個/g) （個/g) （個/g) （個/g) （個/g) （個/g) （個/g)

1 1,500 

゜ ゜
12,000 3,000 1,500 4,500 1,500 

3 71,200 19,900 1,400 8,500 1,400 2,800 5,700 2,800 

4 35,400 7,600 1,300 2,500 3,800 2,500 5,100 3,800 

4. イネについて

上記したように全試料よりイネのプラント・オパールが検出され、個数としては試料No.1が約 2,000

個、試料No.3が約 71,000個、試料No.4が約 35,000個であった。ここで検出個数の目安を示すと、

イネのプラント・オパールが試料 lg当り 5,000個以上検出された地点から推定された水田址の分布範

囲と実際の発掘調査とよく対応する結果が得られている（藤原， 1984)。このことから稲作の検証とし

てこの 5,000個を目安に遺構の状況をふまえて判断されている。直江中遺跡の試料No.3では約 71,000

個が示されており、 5,000個をはるかに越える個数が得られている。また、穎部珪酸体の破片や連な
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った状態のイネ型短細胞珪酸体も多く検出されている。こうしたことから稲藁や籾殻がそのままある

いはそれらの灰が井戸 SE03内に混入している、捨てられているのではないかと思われる。

試料No.4(直江中遺跡の川跡 SDOl)においても 5,000個をはるかに越えるイネのプラント・オパー

ルが検出されている。また、花粉分析結果をみると、同試料よりサジオモダカ属やオモダカ属といっ

た水田雑草を含む分類群が観察されている。試料No.4は川跡堆積物であることから、川周辺において

行われていた水田稲作地よりイネのプラント・オパール等がもたらされた可能性が推察されよう。

試料No.1 (直江北遺跡の井戸 SK20)においても若干のイネのプラント・オパールが検出されている。

また同試料よりイネの果実等が得られている（大型植物遺体参照）。こうしたことから、少なくとも弥

生時代末～古墳時代初頭の頃には直江遺跡群にイネが存在していたと考えられるが、稲作については

遺構の検出等さらに検討が必要であろう。

5. 遺跡周辺のイネ科植物

クマザサ属型が最も多く観察されている。花粉分析結果をみると直江遺跡群周辺ではスギ林が広く

成立しており、コナラ亜属などが生育する落薬広葉樹林も一部に形成されていたと推測されている。

クマザサ属型のササ類（スズダケ、チマキザサなど）はこれら森林の下草的存在で生育していたとみ

られる。またウシクサ族（ススキ、チガヤなど）やネザサ節型のササ類（ケネザサ、ゴキダケなど）

はこれら森林の林縁部などの開けた日のあたるところに分布していたと推測される。

低地部においてはハンノキ属などが生育する河畔林や湿地林の存在が考えられており（花粉分析の

節参照）、そうしたところにヨシやツルヨシといったヨシ属が生育していたとみられる。なお、キビ族

についてはその形態からアワ・ヒエ・キビといった栽培種であるのかイヌビエ・エノコログサなどの

雑草類であるのか分類が難しいのが現状であるが、現生標本の観察からここでみられたキビ族につい

ては雑草類の可能性が高いと思われる。

引用文献

藤原宏志 (1984)プラント・オパール分析法とその応用ー先史時代の水田址探査ー．考古学ジャーナル， 227,2-7. 

第 3節大型植物遺体同定

佐々木由香・バンダリスダルシャン（パレオ・ラボ）

1. はじめに

直江中遺跡と直江北遺跡は金沢市の北西部である直江町地内に位置し、直江北遺跡は日本海へ約 3



置する古墳時代中期の井戸 (SE06)側内堆積物である。試料 No.3は直江中遺跡の 13・14世紀の井戸

(SE03)側内の 2層堆積物である。試料 No.4は直江中遺跡の 13・14世紀の川跡 (SDOl) の 11,..._.,13

層堆積物である。試料の層相は花粉分析の報告を参照されたい。

堆積物から 300cc計量後、 0.25mm目の飾を用いて水洗選別を行い、大型植物遺体の抽出・同定・計

数を実体顕微鏡下で行った。試料はエタノール水溶液 60%中に保存し、炭化したものはおもに乾燥保

存した。試料は金沢市埋蔵文化財センターで保管されている。

3. 結果

同定した結果、木本植物では、広葉樹のヒメコウゾ核と、クワ属核、アカメガシワ種子の 3分類群

が得られた。草本植物では、カナムグラ核と、ミズ属果実、ヤナギタデ果実、イヌタデ果実、サナエ

タデーオオイヌタデ果実、アキノウナギツカミ果実・炭化果実、タデ属果実、ギシギシ属果実、スベリ

ヒユ属種子、ハコベ属種子、アカザ属種子、キンポウゲ属種子、ムラサキケマン種子、タネツケバナ

属種子、キジムシロ属種子、カタバミ属種子、エノキグサ種子、スミレ属種子、ウリ属メロン仲間種

子、ウリ科 A種子、ウリ科 B種子、メハジキ属果実、イヌコウジュ属果実、シソ属果実、ナス属種子、

オオバコ属種子、タカサブロウ属種子、メナモミ属果実、キク科 A果実、キク科 B果実、コナギ種子、

ツユクサ種子、ヒエ果実、ヒエ属果実、イネ果実・炭化果実・炭化種子、アワ果実・炭化種子、イネ

科果実、スゲ属 A果実、スゲ属 B果実、スゲ属果実、カヤツリグサ属果実、ウキャガラ炭化果実、ホ

タルイ属果実の43分類群が得られた。スゲ属はタイプごとにAとBに分け、それ以外をスゲ属とした。

このほかに子嚢菌が得られた。全体的に木本植物が少なく、草本植物が多かった。

以下に遺構別に記載する。

［直江北遺跡井戸 (SK20): 弥生時代末から古墳時代初頭］

木本植物はなく、草本植物が 19分類群得られた。ミズ属が多く、キジムシロ属とスゲ属 Aが少量得

られた。その他は 10点以下の産出数であった。栽培植物はイネとアワが微量得られた。イネには炭化

したものが含まれていた。

［直江北遺跡井戸 (SE06): 古墳時代中期］

木本植物は 2分類群、草本植物が 15分類群得られた。ヒエ属が多く、ハコベ属とギシギシ属がそれ

に次いだ。その他は 10点以下の産出数であった。栽培植物は少量のイネとアワが得られた。イネの破

片数はやや多いが、個体数に換算すると 10点以下であった。

［直江中遺跡井戸 (SE03): 13・14世紀］



第 11表 直江遺跡群から出士した大型植物遺体（（）は破片を示す）

試料No No. 1 No.2 No.3 No.4 

遺構名
直江北遺跡直江北遺跡直江中遺跡直江中遺跡

SK20 SE06 SE03 SDOl 

分類群 層位 2層 11-13層

ヒメコウゾ Broussonetia kazinoki Sieb. 核

クワ属 Marus sp. 核 ， 
アカメガシワ 胎 llotusjaponicus (Thunb.) Muell. ー紅g. 種子 0(1) 0(1) 

カナムグラ 加mulusjaponicus Sieb. et Zucc. 核 0(1) 

ミズ属 Pilea sp. 果実 69 

ヤナギタデ Persicaria hydropiper (L.) Spach 果実 3 2 (1) 

イヌタデ Persicaria longiseta (De Bruyn) Kitagawa 果実 3(2) 6(1) 1 (2) 

サナエタデーオオイヌタデ Persicaria scabra -P. lapathifolia 果実 2 (2) 

アキノウナギツカミ Persicaria sieboldii (Meisn.) Ohki 果実 3 (1) 

炭化果実

タデ属 PolygonUJll sp. 果実 1 

ギシギシ属 Rumex sp. 果実 24(25) 13(4) 9(2) 

スベリヒユ属 Portulaca sp. 種子 4(1) 3 

ハコベ属 Stellaria spp. 種子 10 53 217 38(5) 

アカザ属 Chenopodium sp. 種子 3 2(1) 2(7) 

キンポウゲ属 Ranunculus sp. 種子 4 

ムラサキケマン Corydalis incisa (Thunb.) Pers. 種子 1 (1) 6(2) 1 

タネッケバナ属 Cardamine sp. 種子 26 1 

キジムシロ属 Potentilla sp. 種子 21 (4) 3(1) 

カタバミ属 Oxalis sp. 種子 26(7) 0(2) 

エノキグサ Acalypha sp. 種子 1 (9) 3(37) 3(12) 

スミレ属 Viola sp. 種子 5 

ウリ属メロン仲間 Cucumi s me] o L. 種子 0(1) 

ウリ科A Cucurbitaceae A 種子 0 (1) 

ウリ科B Cucurbitaceae B 種子 0(1) 

メハジキ属 Leonurus sp. 果実 3 

イヌコウジュ属 !losla sp. 果実 3 1 8 

シソ属 Perilla sp. 果実 2(2) 

ナス属 SolanUlll sp. 種子

オオバコ属 Plantago sp. 種子 13 

タカサブロウ属 Eclipta sp. 種子 4 

メナモミ属 Siegesbeckia sp. 果実 1 (2) 

キク科A Compositae sp.A 果実 4 

キク科B Compositae sp.B 果実 1 

コナギ 訛 nochoriavag1nalis (Burm. fil.) Presl 種子 2 2 

ツユクサ Commelina communis L. 種子 4(1) 

ヒエ Ech1nochloa crus-galli (L.) Beauv. 果実 105 2 0(1) 

イネ Oryza sativa L. 果実 0 (1) 0 (25) 0 (1) 0 (11) 

炭化果実 0 (3) 0 (5) 0 (2) 

炭化種子 0 (7) 0 (3) 

アワ Setaria italica Beauv. 果実 4 (3) 2 8 (9) 0 (1) 

炭化種子

イネ科 Gramineae sp. 果実 11 

スゲ属A Carex sp. A 果実 13(1) 

スゲ属 B Carex sp. B 果実

スゲ属 Carex spp. 果実 11 

ヵャツリグサ属 Cyperus sp. 果実 5 2 2 14 

ウキャガラ Scirpus yagara Ohwi 炭化果実 0(1) 

ホタルイ属 Scirpus sp. 果実 2(3) 

子嚢菌 Ascomycotina 炭化子嚢 2 



黒色で、上面観は三角形、側面観は広卵形。果皮は厚く硬い。表面は平滑で他のタデ属より光沢が

ある。また稜となる部分が幅広である。大きさは他のタデ属より小さい。長さ 2.1mm、幅 1.2mm程度。

(4)サナエタデーオオイヌタデ Persicaria scabra (Moench) Mold. -P. lapathifolia (L.) S. F. Gray 

果実タデ科

黒色で、上面は扁平で両凸レンズ形、側面観は楕円形で先端がやや尖る。中央部がやや凹む。表面

は平滑で光沢はない。長さ 2.6mm、幅 1.5mm程度。

(5)ギシギシ属 Rumexsp. 果実 タデ科

茶褐色で、断面観は三角形、側面観は狭倒卵形で両端が尖る。表面は平滑で鈍い光沢がある。長さ

2. 7mm、幅 1.6mm程度。

(6)スベリヒユ属 Portulaca sp. 種子 スベリヒユ科

黒色で、上面観は扁平、側面観は円形。全体的にいぼ状の突起がある。「の」の字状になり先端に着

点がある。長さ 0.8mm、幅 0.8mm程度。

(7)ハコベ属 Stellaria spp. 種子 ナデシコ科

赤茶色で、上面観は扁平、側面観は円形。表面には三角形または半円形のいぼ状の突起が散在する。

複数種含まれる。長さ 1.3mm、幅 1.1mm程度。

(8)アカザ属 Chenopodium sp. 種子 アカザ科

黒色で、上面観はやや扁平、側面観は円形。種皮は強い光沢があり、硬い。着点の一端がやや突起

し、中心部方向にむかって浅い溝がある。長さ 1.1mm、幅 1.1mm程度。

(9)カタバミ属 。'xalissp. 種子 カタバミ科

灰色～灰黒色で、上面観は扁平、側面観は卵形。横方向に畝状の隆起がある。種皮はやや薄く、柔

らかい。長さ 1.5mm、幅 1.1mm程度。

(10)エノキグサ Acalyphaaustralis L. 種子 トウダイグサ科

黒色で、上面観は円形、側面観は倒卵形。表面には細かい網目模様があり、光沢がなくざらっく。

種皮の断面は柵状で薄く硬い。長さ 1.7mm、幅 1.3mm程度。

(11)ウリ属メロン仲間 Cuclllllis melo L. 種子 ウリ科

透明をおびる黄茶褐色で、上面観は扁平、側面観は細長い卵形で頂部が尖る。幅狭でやや厚みがあ

る。藤下 (1984) は、おおむね種子の大きさから次の 3群に分けられるとしている。長さ 6.0mm以下

は雑草メロン型、長さ 6.1,...._,8. 0mmはマクワウリ・シロウリ型、長さ 8.1mm以上はモモルディカメロン

型である。本遺跡のメロン仲間は長さ 6.5mm、幅 3.0mmで、大きさから分類すると、マクワウリ・シ

ロウリ型である。



てヒエ属とした。

(15)イネ Oryza sa ti va L. 果実・炭化果実・炭化種子 イネ科

果実は黄褐色～淡褐色で、基部は突出する。表面には規則的な縦方向の顆粒状突起がある。いずれ

も破片で、残存長 5.5mm、残存幅 1.5mm。種子の上面観は両凸レンズ形、側面観は楕円形。一端に胚が

脱落した凹みがあり、両面に中央がやや盛り上がる縦方向の 2本の浅い溝がある。残存長 2.8mm、幅

1. 4mm程度。

(16)アワ Setaria italica Beauv. 果実・炭化種子イネ科

果実は赤茶色で、紡錘形、横方向に細かい顆粒状の模様がある。厚みがある。長さ 2.6mm、幅 1.3mm 

程度。種子は小さいが厚みがあり、上面観は楕円形、側面観は円形に近く、先端がやや突出すること

がある。腹面下端中央の窪んだ位置に細長い楕円形の胚がある。胚の長さは種子の長さの 2/3程度。

長さ 1.3mm、幅 1.1mm。

(17)カヤツリグサ属 Cyperus sp. 果実 カヤツリグサ科

黒褐色で、側面観は狭倒卵形、断面観は三角形。果皮は硬く光沢がある。長さ 2.1mm、幅 0.5mm程

度。

(18)ホタルイ属 Scirpus sp. 果実 カヤツリグサ科

黒色で、上面観は両凸レンズ形、側面観は短倒卵形。頂部は尖り、基部は狭まって着点がある。壁

は硬く、光沢がある。長さ 2.1mm、幅 1.7mm程度。

4. 考察

遺構内からは、草本植物を主体とする多くの種実が得られた。このうち、明らかな栽培植物はウリ

属メロン仲間、ヒエ、イネ、アワで、稲作と畑作の双方が行われていたことが推定される。イネとア

ワは食用となる種子が炭化していた。時期別にみると、弥生時代末から古墳時代初頭、古墳時代中期

ではイネとアワ、 13・14世紀ではメロン仲間と、ヒエ、イネ、アワが得られた。同時期水田遺構ない

し畑作遺構は調査区内で検出されていない。

産出した分類群を生育する立地ごとに分類してみると、林縁要素はほとんどないことから、検討し

た時期の直江遺跡群周辺には森林と呼べる林分はほとんどなかったことが推定される。アカメガシワ

は開けた明るい場所に生育する樹木であることから、開けた場所であったことが推察される。クワ属

は食用可能であるが、出土した状態では人間が利用したかどうか判断できなかった。

以下、遺構別に産出した種実と人間との関わりを主眼に考察する。

［直江北遺跡井戸 (SK20): 弥生時代末から古墳時代初頭］



性もある。

［直江北遺跡井戸 (SE06): 古墳時代中期］

林縁に生育するクワ属とアカメガシワ、ムラサキケマンが少量産出することから、明るい開けた場

所であるが、多少樹木が周囲に生育していたと考えられる。イネには果実が含まれていたことや、水

田雑草として考えられる水田・湿地に生育するコナギやヤナギタデが伴うことから、ごく近くに水田

があった可能性がある。量的には畦畔・ 道端に生育するハコベ属や、畦畔・道端・畑地に生育するギ

シギシ属とイヌタデが目立つ。畑地としては栽培植物のアワがあり、出土部位が果実であることや、

畑地・道端・荒れ地などに生育するアカザ属や、カタバミ属、エノキグサ、メハジキ属が少量みられ

ることから、畑地が付近にあった可能性がある。ただし、栽培植物以外の草本植物は井戸周辺に生育

していた可能性もある。

［直江中遺跡井戸 (SE03): 13・14世紀］

イネとアワには炭化果実と炭化種子がみられることから、貯蔵中に焼けたか調理中に炭化したなど、

なんらかの人為的な関わりが想定される。林縁に生育するアカメガシワとムラサキケマンが少量産出

することから、明るい開けた場所であるが、多少樹木が周囲に生育していたと考えられる。イネには

果実が含まれていたことや、水田雑草として考えられる水田・湿地に生育するコナギや、水田・畦畔・

湿地に生育するタネッケバナ属とホタルイ属が伴うことから、ごく近くに水田があった可能性がある。

量的には畦畔・道端に生育するハコベ属が目立つ。畑地としては栽培植物のアワがあり、出土部位が

果実を含むことや、畑地・道端・荒れ地などに生育するスベリヒユ属や、アカザ属、カタバミ属、エ

ノキグサ、オオバコ属が少量みられることから、畑地が付近にあった可能性がある。ただし、栽培植

物以外の草本植物は井戸周辺に生育していた可能性もある。オオバコ属は人による踏みつけに強く、

人などがよく踏む道路脇などの場所に生えることから、人の往来があったことを示す。

［直江中遺跡川跡 (SDOl): 13・14世紀］

栽培植物はメロン仲間とヒエ、イネ、アワが微量得られた。イネには炭化した果実と種子が含まれ

ていた。基本的な植生は上記の同時期の井戸と変わらないが、水田・涅地に生育する草本植物は川跡

にも生育していた可能性がある。川跡には現場所見から砂礫層も確認されたが、ウキャガラやホタル

イ属が少量みられることから、少なくとも、分析した堆積物の堆積時はほとんど流れがなく、浅い池

のような水域があったことが推定される。

以上のように産出した大型植物遺体の組成から、周囲の水田や畑から多様な種実が流れ込み、溜ま

っている可能性が示唆された。水田遺構は検出されていないが、古墳時代中期以降は水田雑草の指標

とされるコナギが産出することから、採取地点のごく近くに水田があったと考えられる。また畑作遺



第6章総 括

第 1節遺構の変遷

本遺跡からは、縄文時代晩期や平安時代、鎌倉時代～室町時代の遺物が際立っているが、遺構につ

いては、その大半が鎌倉時代～室町時代頃のものである。

縄文時代の遺物は土器が主体であり、その時期も縄文時代晩期後葉の下野式期のものが大半である。

この傾向は近隣の直江北遺跡や近岡遺跡でも同様であり、周辺の縄文集落の特徴といえよう。

縄文時代以降、弥生時代や古墳時代の遺物も散見されるが、次に出土量が多いのは平安時代である。

目立った遺構はないが、 SD01を中心として 9世紀から 10世紀頃の須恵器や 11世紀頃の土師器が多

く出土している。墨書土器や緑釉陶器、灰釉陶器も数点出土しており、注目される。

さて、平安時代末頃から始まる中世が本遺跡の主たる時代である。 12世紀末頃から 14世紀代頃ま

でが中心時期だが、川跡SD01はその後も機能しているようである。以下に遺構変遷案を示すが、時

期特定可能な遺物が出土する遺構が少ないことや建物跡の主軸方位が 5度前後に収まるなど、時期を

分けることが困難な遺構が多いため、一つの試みとして提示してみたい。なお、溝や川跡については、

中世を通して機能していると想定し、個別の時期には特に触れない。

まず井戸について、その出土遺物の年代観から 13世紀前半頃の遺物が出土する SE02・04、13世

紀後半までの遺物が出土する SE07,......,10、13世紀後半から 14世紀前半頃の遺物が出土する SEOl・ 

03・05・06をI,......, III期に分類した。そして、 SBOlは柱穴が SE05に切られる可能性が高いことか

ら、前の 2段階に位置づけられるが、 SE08と重複することから I期に位置づけられる。そして、 I

期井戸と重複せずに、なおかつ柱穴から 13世紀前半までの土師器皿が出土している SB04もI期に

位置づけられる。このように見ていくと第 48図のような変遷モデルが想定可能となる。

1期 (12世紀末頃~13世紀前半） ： S BOl・04、SE02・04、SK23で構成される。建物は本遺跡

最大の SB04と付属屋規模の SBOl である。 SDOl や 03•15,--...,17 はこの時に成立しており、区画や

用排水として機能したものと考えている。

11期 (13世紀中頃~13世紀後半） ： S BOS、SE07,......,10で構成される。南側で建物は顕著でない

が、末調査箇所に展開するものと想定され、集落域が南側に拡張される。

皿期 (13世紀末頃~14世紀前半） ： S B07、SE O 1・03・05・06で構成されるが、 SE03は後発

的である。井戸の存在から、川の東岸側も生活空間として利用するようになった可能性がある。

以上が変遷案であり、川辺に立地する集落の拡張過程を示しているといえよう。
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ふりがな

所収遺跡名

なおえなかいせき

直江中遺跡

所収遺跡名

なおえなかいせき

直江中遺跡

ふりがな

所在地

いしかわけん

石川県

かなざわし

金沢市

なおえまち

直江町

種別

集落跡

集落跡

集落跡

コード

市町村 遺跡番号

172014 

主な時代

縄文時代

平安時代

鎌倉・室町時代

北緯 東経
発掘期間

080730~ 

36° 136° 081127 

36' 37' 
2811 6011 091026~ 

091209 

主な遺構

溝

士坑

溝

掘立柱建物、柵列

井戸、上坑

溝、川

本遺跡では、主に平安時代末頃から南北朝時代頃の集落を確認している。

発掘面積

可

2,830面

1,680可

発掘原因

区画整理

主な遺物 特記事項

縄文士器

石器

士師器

須恵器

白磁

木製品

士師器

国産陶器

白磁・青磁

漆・木製品

) 11と区画溝の内部に掘立柱建物、井戸が複数確認され、中世村落の一端を見ることができる。ま

た、川からは遺物の出士がみられると共に、利水目的の可能性が考えられる板柵列が見つかってお

り、河）I[利用の一端を知ることができる好例といえよう。井戸はその井戸側として曲物を転用する
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